
電子マニフェストシステムの具体的利用方法第3章

電子マニフェスト
システムログイン メニュー選択

メニューごとの操作

メニューごとの操作

メニューごとの操作

１.  電子マニフェストシステムの概要

本マニュアルでは、まず全ての操作に共通な
と

について説明し、その後
をメニューの順に追って

説明します。

電子マニフェストシステムログイン

メニュー選択

メニューごとの操作

電子マニフェストシステムに関する全ての操作は、
「電子マニフェストシステムログイン」より始まり、
「メニュー選択」で操作するメニューを選択した後に
「メニューごとの操作」が始まります。

15 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

電子マニフェストシステムを利用する時は、まず
自動車リサイクルシステムに登録した事業者である
ことの確認を行います。自社の事業所コードとパス
ワードを入力し、登録事業者であることが確認される
と、電子マニフェストシステムを利用した操作が可能
となります。

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

http://www.jars.gr.jp/ にアクセスしてJARSホーム
ページを開きます。

２.１ 自動車リサイクルシステム（JARS）ホームページを開く

16

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

トップページには、常に皆様への重要なご
案内を掲載しておりますので、日頃からご
確認されますようお願いいたします。

http://www.jars.gr.jp/
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自動車リサイクルシステムホームページから以下の
手順に従って電子マニフェストシステムのログイン
画面を開きます。

ステップ1

ポインタを 「事業者の方」をクリックします。1

２.２ 電子マニフェストシステムのログイン画面を開く
＜ステップ1～３＞

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

17 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

〈JARSホームページ〉

1

２

ステップ2

以下の画面が表示されますので、 「02 フロン類回
収業者」をクリックします。

2

こちらからも
入れます
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２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

ステップ3

以下の画面が表示されますので、フロン類回収工程の
みにログインする場合には 「電子マニフェストシ
ステム」をクリックします。

3
フロン類回収工程だけでなく複数の工程（引取工程・
解体工程・破砕工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は 「電子マニフェスト
システム（複数工程同時ログイン）」をクリックしま
す。これにより、他工程へ容易に移動でき、ログイン
し直す手間が省けます。

4

3 4



第１章 第２章 第３章 第４章２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

19 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

こちらのページにもフロン類回収業者の皆様への
重要なご案内等を掲載しておりますので、日頃か
らご確認されますようお願いいたします。
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ログイン

自動車リサイクルシステムへの登録が完了した後に
送 付 さ れ る 「 シ ス テ ム 登 録 完 了 通 知 書 」 に 記 載
されている事業所コードとパスワードを入力し、電子
マニフェストシステムにログイン（接続）します。

ステップ1

ロ グ イ ン 画 面 が 開 い た ら 、 事 業 所 コ ー ド と
パスワードをテキストボックスに入力します。

入 力 後 、 ボ タ ン を ク リ ッ ク
すると、電子マニフェストシステムへのログインが
完了し、続いてメニュー画面が表示されます。

1
2

3
半角

1

複数のパソコンで同時に、同じ事業所コードと
パスワードでログインすることが可能です。

複数のパソコンで同時に作業する場合

パスワードを入力する場合、機密保持のため、入力
文字が「●●●」または「＊＊＊」で表示されます。

1

2

3

２.３ 電子マニフェストシステムログイン ＜ステップ１＞

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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第１章 第２章 第３章 第４章

フロン類回収業者用事業所コード、初期パスワードは
自動車リサイクルシステムに登録した際に送付される
「システム登録完了通知書」に明記されています。

引 取 工 程 、 フ ロ ン 類 回 収 工 程 、 解 体 工 程 、 破 砕
工程のうち複数の工程を兼業する場合、工程ごとに
事業所コードは異なります。

変更方法については168ページをご覧ください

システム登録完了通知書を受け取ったら、機密保持の
ためにもパスワードの変更をお勧めします。

【 システム登録完了通知書（抜粋）】

※ フロン類回収業者用事業所コードは、取引先にお知らせ
いただく必要がありますが、パスワードについては、
外部に漏れないように厳重に管理してください。

２.４ フロン類回収業者用事業所コードとパスワードについて

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

21 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3
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「メニューごとの操作（移動報告）」が完了したら
ボタンをクリックし、電子マニ

フェストシステムからログアウト（接続終了）します。
ログアウト

移 動 報 告 が 終 了 し た 場 合 な ど 電 子 マ ニ フ ェ ス ト
システムの利用を終了する場合は、電子マニフェスト
システムからログアウト（接続終了）してください。

詳細は１６９ページをご覧ください

1

1

ステップ1

２.５ 電子マニフェストシステムのログアウト（接続終了）

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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第１章 第２章 第３章 第４章

２.６ 複数工程同時ログイン

ステップ1

同時にログインしたい工程の 「事業所コード」
「パスワード」を入力します。
この時、一定回数間違えるとロックがかかります。

1

1 2 4 3

フロン類回収工程だけでなく複数の工程（引取工程・
解体工程・破砕工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は、自動車リサイクルシス
テ ム へ の 事 業 者 登 録 が 完 了 し た 後 に 送 付 さ れ る

ステップ2

一括してログインします2

事業所コードとパスワードは、工程ごとに異なり
ます。工程ごとのシステム登録完了通知書に記載
されているそれぞれの事業所コードとパスワード
を入力してください。

複数工程同時ログイン時の
事業所コードとパスワードについて

（Ⅰ）画面

ステップ3

移動したい工程をクリックします。
ログアウトは工程別、全工程一括のどちらもでき

ます。

3

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

4

各工程の「システム登録完了通知書」に記載されてい
る事業所コードとパスワードを入力し、電子マニフェ
ストシステムにログインします。

（１）複数工程同時ログイン

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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4



第１章 第２章 第３章 第４章

123456780103
〇△□自動車

ステップ1

ログイン済の工程はボタンを押すことが可能な
状態になり、他工程メニューへ移動可能です。ログイ
ンしていない工程はボタンが押せません。

1

（Ⅰ）画面

1

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

（２）他工程メニューへの移動

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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123456780103
〇△□自動車

電子マニフェストシステムにログインすると、フロ
ン類回収業者が実施する作業のメニューが表示され
ます。

３. メニュー選択（電子マニフェストシステム）

３.１ メニュー選択画面

2

3

4

5

1

6

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

25 3第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法

メニュー選択画面は移動報告の作業の有無に係らず
毎日開き、確認通知の発生状況（赤字）を確認してく
ださい。

2018
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作業を行なう場合は、メニュー選択画面の中から該当
する作業ボタンをクリックします。ボタンをクリック
すると、メニューごとの操作画面に移ります。

３.２ メニューの説明

自治体から交付された登録証の満了日が表示され
ます。満了日の2ヶ月前から更新の注意文等が
表示されます。

1

27ページ以降をご覧ください

情報管理センターから行われた確認通知の内容を
確認するメニューです。

3

102ページ以降をご覧ください

毎年度報告が義務づけられているフロン類の年次
報告を行うメニューです。

4

113ページ以降をご覧ください

移動報告を取り消す場合のメニューです。

6

146ページ以降をご覧ください

使用済自動車の引取・引渡報告およびフロン類
引渡報告等を行うメニューです。

2

30ページ以降をご覧ください

登録満了日 電子マニフェストによる移動報告

状況の表示（確認通知） フロン類年次報告

その他

自社が取り扱った車台およびフロン類に関する
情報を閲覧するメニューです。

5

124ページ以降をご覧ください

取り扱った車台に関連する情報の閲覧

※ 確認通知が発行されると、発生した項目に「×件の
確認通知が発生しています。」と表示されます。

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

26 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

＜リサイクルシステム登録更新＞

＜リサイクルシステム登録更新＞

自動車リサイクル法における、フロン類回収業の自治
体登録は５年毎に更新が必要です。事業を継続する
場合、自治体へ登録更新申請をした後、自動車リサイ
クルシステムでの登録更新も必要となります。

自治体登録・許可
満了日

5年間 5年間

自治体登録・許可
満了日

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への
登録・許可
更新申請

４.  自治体への登録更新申請とシステム登録更新

27

【更新サイクル】

【更新申請とシステムの登録更新】

４. 自治体への登録更新申請とシステム登録更新

さらに自治体にて自動車リサイクルシステムの更新
処理を行うことにより、満了日が更新されます。

≪自治体≫

申請内容を
確認

（１）

ボタンをクリック

更新（２） ＜画面メッセージ＞
「更新処理が正常に

完了しました」

（３）

≪フロン類回収業者≫

登録・許可満了日
更新完了

≪両方揃ったら！！≫

※ こちらは、自治体の担当者が入力します。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

ボタンをクリック

更新申請済（１）

ボタンをクリック

（２） ＜画面メッセージ＞
「更新申請済ボタンを
押下したことを確認し
ました」

（３）OK



第１章 第２章 第３章 第４章

123456780103
〇△□自動車

※ ボタンは登録満了日の２ヶ月前から表示されます。

（1）登録更新の満了日が近づくと、電子マニフェス
トシステムのメニュー選択画面に「更新申請期
間が近づいています。」というメッセージが表
示されます。（満了日の3ヵ月前から2ヵ月前ま
で）

（２）規約･約款を確認するメッセージが表示されるので、規約･約款を最後までスクロールし、
をクリックします。

1

更新申請済1

更新申請済1

満了日が近づいたら、まずは所管自治体の窓口へ
更新申請をしてください。

自治体での更新申請手続きが全て完了するまで待
つ必要はありません。自治体へ更新申請した段階
でクリックしてください。

クリックのタイミング

自治体へ複数工程（引取･フロン･解体･破砕）の
更新申請をした場合、システム登録も工程ごとに
更新する必要があります。

複数工程の更新

４.１ 自治体への登録更新

４.２ システム上での登録更新

４.  自治体への登録更新申請とシステム登録更新

28 3第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法

同意します２

２

自治体への更新申請をせず満了日を過ぎてしまうと、
登録が失効してしまいます。

さらに満了日の2ヵ月以内になると、メッセージが
変わり、更新手続きができるようになります。
更新をするには、 ボタンをクリッ
クしてください。
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123456780103
〇△□自動車

（３）「更新申請済ボタンを押したことを確認しまし
た。」とのメッセージが表示されます。

同じ所轄内に複数事業所がある場合、一つの事業
所が ボタンをクリックすれば、全て
の事業所のシステム登録更新が完了します

複数事業所の更新

更新申請済

４.  自治体への登録更新申請とシステム登録更新
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自治体での更新が合わせて完了すると満了日が
更新されます。

（４）満了日を過ぎてしまうと、メッセージが変わり、
ステータス欄に「失効」が表示されます。
新たな車台の引取報告はできませんので、画面
の指示に従い「失効時の手続き」を確認して
ください。

なお、登録満了日前に管轄自治体に書類を提出し
ていた場合は、「期限内に更新申請済」を押して
ください。

所管自治体が異なる場合は、所管自治体ごとに
自治体登録・許可更新申請が必要です。

123456780103
〇△□自動車

ステータスが「廃業」の場合は自治体および電子マニフェストシステムに「新規登録」を行う必要があります。
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フロン類回収業者が行う作業と、それに関連する移動
報告の種類、移動報告の種類ごとに行う操作の全体像
は以下のとおりです。

５.  電子マニフェストによる移動報告

【電子マニフェストによる移動報告における操作画面の全体像】

５.１ 使用済自動車の引取報告

引 取 業 者 か ら 使 用 済 自 動 車 を 引 き 取 っ た 時 は 、
すみやかに「引取報告」を行います。

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

引取報告

1.1 引取報告

34ページ参照

使用済自動車を
引き取った時

５.２ 解体業者への使用済自動車の引渡報告

フロン類回収基準に基づいてフロン類の回収を行った
使 用 済 自 動 車 を 解 体 業 者 へ 引 き 渡 し た 時 は 、
すみやかに「引渡報告」を行います。

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

引渡先事業者の入力

1.2 引渡報告

37ページ
参照

使用済自動車を
引き渡した時 対象車台の選択

情報管理センター
への報告

34ページ以降で移動報告の種類ごとに詳細な操作の
方法を説明します。

５.  電子マニフェストによる移動報告

30 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3
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５.３ フロン類の引渡報告（メーカー直送）

フロン類の回収を行う事業所から指定引取場所へ
直接大型ボンベ・専用パレットの引渡しを行う場合は、
以下の(1)～(3)の流れで「フロン類の引渡報告」を
行います。

（１）荷姿作成

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

指定引取場所の
入力

1.4 荷姿作成

47ページ参照

自動車メーカー等に引き渡す
大型ボンベ・専用パレットに、
回収したフロン類をはじめて
充てんした時に、荷姿を作成
します

対象車台の選択

保存してメニューに戻る

（２）都度入力

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

荷姿内容の変更

1.5 都度入力

54ページ参照

自動車メーカー等に引き渡す
大型ボンベ・専用パレットへ、
フロン類を追加充てんの都度、
追加充てんされた車台を入力
します

対象車台の選択

保存してメニューに戻る

変更

（３）引渡報告

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

集荷依頼

1.5 都度入力

67ページ参照

自動車メーカー等に引き渡す大
型ボンベ・専用パレットが、充
てん済みとなり指定引取場所に
引き渡した時は、すみやかに
「引渡報告」を行います

集荷依頼済荷姿
一覧の確認

情報管理センター
への報告

※ 大型ボンベ・専用パレットが充てん
済みとなるまで反復します。

※ 都度入力等の実施状況がメニュー
画面上で表示されるので、移動報告
実施状況（％表示）が低い場合には
適宜確認し、必要な都度入力等を
実施してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

５.４ フロン類の引渡報告（発送拠点経由）

回収拠点で回収を行ったフロン類を発送拠点で集約し、
専用パレットにまとめたうえで指定引取場所へ引渡し
を行う場合は、以下の(1)、(2) の流れで「フロン類の
引渡報告」を行います。

（１）回収拠点から発送拠点
への回収連絡

電子マニフェスト
システムログイン

連絡先事業者の
入力

70ページ参照

充てん済みの１リットルボンベ
を発送拠点に引き渡した時は、
すみやかに「回収連絡」を行い
ます

メニューの選択

1.6 回収連絡

対象車台の選択

発送拠点への連絡

（２）発送拠点から情報管理
センターへの引渡報告

電子マニフェスト
システムログイン

指定引取場所の
入力

発送拠点において自動車メー
カー等に引渡す専用パレットに
回収した１リットルボンベをは
じめて集約した時に、荷姿を
作成します

メニューの選択

1.8 荷姿作成

対象荷姿の選択

保存してメニューに戻る

電子マニフェスト
システムログイン

荷姿内容の変更

自動車メーカー等に引渡す専用
パレットがいっぱいになって、
指定引取場所に引渡した時は、
すみやかに「引渡報告」を行い
ます

メニューの選択

1.9 荷姿変更

対象荷姿の選択

引渡報告へ

変更

集荷依頼

集荷依頼済
荷姿一覧の確認

情報管理センター
への報告

※ （ ）内 は変更する場合
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第１章 第２章 第３章 第４章

５.５ フロン類再利用車台の連絡

フロン類を再利用する場合には、回収の都度、車台
ごとに電子マニフェストシステムで「再利用車台
連絡」を行います。

電子マニフェスト
システムログイン

対象車台の選択

96ページ参照

フロン類を
再利用する場合

メニューの選択

1.10 再利用連絡

対象車台の確認

※ 移動報告の実施状況が、メニュー画面上で表示されるの
で、移動報告実施状況（%表示）が低い場合には、適宜
確認し、必要な「再利用車台連絡」等の入力を実施して
ください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

５.１ 使用済自動車の引取報告

引 取 業 者 か ら 使 用 済 自 動 車 を 引 き 取 っ た 時 は 、
すみやかに引取報告を行います。

（Ⅰ）画面

（１）引取報告

引取業者から使用済自動車を引き取った時、右記の
点を確認のうえ、引取報告を行ってください。

確認ポイント

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . １ ボ タ ン を
クリックすると、「情報管理センターへの報告
（JPRS2100）」画面が表示されます。

引取報告

• 引き取った使用済自動車の車台番号（リサイ
クル券（Ａ券）等を活用した確認が可能）。

• 実車の装備情報を確認し、フロン類の種別
（ＣＦＣ／ＨＦＣ）が実車と一致している。

引取業者から引渡報告された「２.引取対象
車 台 の 一 覧 」 か ら 、 引 取 報 告 を 行 う 車 台 を
選 択 し 、 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 引 取 報 告 を
行います。

操作ポイント

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引取対象車台の一覧」に表示された内容と、引き
取った車台を確認したうえで「引取報告」を行う車台
を選択し、 「引取報告対象選択」欄をチェック
します。

ステップ1

1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

2 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いがなけ
れば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「引取報告の完了（JPRS
0000）」画面（P22参照）が表示され、使用済自動
車の引取報告が完了します。

ステップ3

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

下記のケース等引き取った使用済自動車と「２.引取
対象車台の一覧」の情報が異なっている場合は、引取
報告は行わずに、すみやかに前工程の引取業者にその
旨を連絡し、必要に応じて移動報告の修正を行っても
らいましょう。

ケース1：引き取った使用済自動車と移動報告の情報
が異なる場合。

ケース2：引き取った使用済自動車にフロン類がない
場合、またはフロン類種別が引き取った使
用済自動車と移動報告の情報が異なる場合。

引き取った使用済自動車が、「２.引取対象車台の
一覧」に表示されていない場合は、前工程の引取業者
が引渡報告を行っていない可能性がありますので、
確認してください。

【引き取った使用済自動車の情報が違う】 【引き取った使用済自動車の情報がない】

※ 例）引き取った使用済自動車の車台番号と、
「２.引取対象車台の一覧」に表示された同じ
型式車両の車台番号が違う。

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

５.２ 解体業者への使用済自動車の引渡報告

フロン類回収基準に基づきフロン類の回収を行い、
使用済自動車を解体業者に引き渡した時は、すみやか
に引渡報告を行います。

（Ⅰ）画面

（１）引渡先事業者の入力

使用済自動車を引き渡した解体業者を入力します。 確認ポイント

メニュー選択画面で1.2 ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS2231）」
画面が表示されます。

引渡報告 操作ポイント

引渡先解体業者の事業所コードの確認。

引渡先の解体業者の「事業所コード」が必要に
なりますので、事前に先方に確認したうえでこれ
を入力します。

1 2 3
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.解体業者の指定」の 「事業所コード」欄に
引 渡 先 解 体 業 者 の 事 業 所 コ ー ド を 入 力 し ま す 。

ステップ1

1 ボタンをクリックし、引渡先の
解 体 業 者 の 事 業 所 情 報 を 確 認 し た う え で 、

ボタンをクリックします。

ステップ2

2 事業者情報表示

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS2232）」画面が表示され
ます。

ステップ3

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

半角数字12桁 3 対象車台選択へ

⇒ ボタンをクリックすると、
引渡先の解体業者の事業所情報が表示されます。
表示された内容（事業者／事業所名、郵便番号、
所在地、電話番号）を確認してください。

2 事業者情報表示

3 対象車台選択へ

1 2 3
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

「２.解体業者の指定」に表示された情報が異なって
いた場合は、入力した「事業所コード」を間違えて
いる可能性があります。 「事業所コード」欄に
正しいコード番号を入力し、 以降の操作を
再度行ってください。

ステップ1
1

1

【引き渡した解体業者の情報が違う】

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（２）対象車台の選択

解体業者に引き渡した使用済自動車の引渡報告を行う
車台を選択・確定します。

確認ポイント

「対象車台の選択（JPRS2232）」画面が表示され
ますので、「２.解体業者情報」に表示された内容に
ついて確認します。

操作ポイント

• 使用済自動車の運搬方法の確認（「自社運搬、
または引渡先運搬」か、「運搬委託」か）。

• 引き渡した使用済自動車の車台番号の確認。

使用済自動車の運搬方法と、解体業者に引き渡し
た車台を選択・確定します。

3
※

4

1 2

※ 運搬を他社に「運搬委託」した場合は、廃棄物処理
法上の「収集運搬許可番号、運搬事業者名」の
入力が必須となりますので、事前に確認しておきま
しょう。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「３.運搬事業者情報」で、使用済自動車を解体業者に
引き渡した運搬方法を指定します。

ステップ1

• 自社、または引渡先事業者以外の運搬業者に運搬を
委託した場合は、 をクリックして
ください。

2 運搬委託

⇒ を指定した場合、「廃棄物
処理法上の収集運搬許可番号」（半角数字10
～11文字）と「運搬事業者名」（全角）を、
それぞれ入力してください。（入力必須）

2 運搬委託

※ 自社と引渡先事業所を管轄する自治体が異なる場合、
運搬業者は双方の自治体の収集運搬許可を有すること
が必要です。この場合、電子マニフェストシステムに
は自社が所在する自治体の収集運搬許可番号を入力
してください。

※

• 自社、または引渡先事業者が運搬した場合は、
を ク リ ッ ク し て

ください。
1 自社運搬、又は引渡先運搬

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS2233）」画面が表示
されます。

「４.引取報告済車台の一覧」に、引取報告を行った
車台が一覧表示されています。その中から、引渡報告
を行う車台を選択し、 「引渡報告対象選択」欄に
チェックします。

ステップ2 ステップ3

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

3

4 引渡先確定

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

ボタンをクリックせずに操作
の途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

4 引渡先確定

メニューに戻る

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（３）情報管理センターへの報告

使用済自動車を解体業者に引き渡した時は、すみやか
に情報管理センターに報告します。

確認ポイント

「情報管理センターへの報告（JPRS2233）」画面
が表示されます。

操作ポイント

引渡報告を行う車台が間違いないことを再度確認
し、情報管理センターへ報告します。

引き渡した使用済自動車の車台番号の再確認。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引渡先確定済車台の一覧」で、引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した使用済自動車の車台番号、
型式、車名を再度確認します。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画 面（ P22参 照 ） が 表 示 され 、 使 用 済自 動 車 の
「引渡報告」が完了します。

ステップ3

1 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

OK

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

「２.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した車台番号、型式、車名を
再度確認した際に間違いがあった場合には、情報管理
センターへの報告を行わず、以下の操作を行って
ください。

【確定取消】

OK

キャンセル

OK

作業を一時的に止めたい場合は
ボタンをクリックします。

これで引渡先確定を行った車台の情報は保存され、
メニュー選択画面に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加する場合は、
１.２ ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を
行おうとする場合は、
１.３ ボタンを選択すると、
この画面が表示されます。
これまでに引渡先確定を行った車台の
引渡報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい

メニューに戻る

引渡報告

確定済車台

確定取消

A. 間違いのあった車台を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、もう一度確認
する場合は を選択します。

C. を選択する と 、取り消された車台は
「２.引渡先確定済車台の一覧」より削除されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章

５.３ フロン類の引渡報告（メーカー直送）

回収したフロン類を、大型ボンベ・専用パレットに
充てんし、直接指定引取場所に引渡しを行う事業者は、
右記の手順で移動報告を行います。

（1）荷姿作成 電子マニフェスト画面上で自動車
メーカー等にフロン類を引き渡す
荷姿（大型ボンベ・専用パレット）
を作成する。

（2）都度入力 フロン類を追加充てんの都度、追加
充てんされた車台を電子マニフェス
トに入力する。

（3）引渡報告 大型ボンベ・専用パレットが充てん
済となり指定引取場所へ引き渡した
時は、移動報告を行う。

自 動 車 メ ー カ ー 等 に 引 き 渡 す 大 型 ボ ン ベ ・専 用
パレットに、回収したフロン類をはじめて充てんした
時に、ボンベ・パレット番号を入力し、荷姿を作成し
ます。

大型ボンベ・専用パレットを引き渡す指定引取場所を
指定し、荷姿を作成するための「ボンベ・パレット
番号」を入力します。

確認ポイント

• 引 渡 先 の フ ロ ン 類 指 定 引 取 場 所 の 事 業 所
コードの確認（自動車リサイクルシステムへ
の登録完了後に送付される登録完了通知書に
記載された、指定引取場所）。

• フロン類を初めて充てんする大型ボンベ・
専用パレット番号と、フロン類種別の確認。

（１）荷姿作成

１）指定引取場所の入力

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

（Ⅰ）画面

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ .4 ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 引 渡 先 事 業 者 の 入 力
（JPRS2251）」画面が表示されます。

荷姿作成

操作ポイント

• 引渡先のフロン類指定引取場所の「事業所
コード」が必要になりますので、事前に確認
したうえで入力します。

• フ ロ ン 類 を 充 て ん し た 大 型 ボ ン ベ・ 専 用
パレットの番号と、充てんしたフロン類の
種別を入力します。

1 2

3
4

5
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～５＞

「２.フロン類指定引取場所の指定」の 「事業所
コード」欄に、自動車リサイクルシステムに登録
されている、「指定引取場所」の事業所コードを入力
します。

ステップ1

1 ボタンをクリックします。

ステップ2

2 事業者情報表示

半角数字12桁

⇒ ボタンをクリックすると、
「指定引取場所」の事業所情報が表示されます。
表示された内容（事業者／事業所名、郵便番号、
所在地、電話番号）を確認してください。

2 事業者情報表示



第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS2252）」画面が表示
されます。

ステップ５

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

5 対象車台選択へ

「ボンベ・パレット番号」欄にフロン類を初めて
充てんした「大型ボンベ・専用パレット番号」を入力
します。

ステップ3

3

半角英数12字まで

4

５.  電子マニフェストによる移動報告
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⇒ CFC、HFC、CFC／HFCのいずれかを選択

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

ステップ4

「フロン類種別」欄に、充てんしたフロン類の
種別を「 ボタン」をクリックしてリストより選択
します。

1 2

3
4

5

フロン類種別を
プルダウンメニューから選択



第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

（Ⅲ）その他

「２.フロン類指定引取場所の指定」に表示された情報
が異なっていた場合は、入力した「事業所コード」を
間 違 え て い る 可 能 性 が あ り ま す 。 「 事 業 所
コード」欄に正しいコード番号を入力し、
以降の操作を再度行ってください。

ステップ1

1

留意事項

「３.ボンベ・パレット情報」の「フロン類
種別」は、当該報告を行おうとしている事業所が
フロン類回収業者として取扱い可能なフロン類
種別しか表示されません。

【引き渡す指定引取場所の情報が違う】

５.  電子マニフェストによる移動報告
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1



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

２）対象車台の選択

引取報告済車台の一覧から、大型ボンベ・専用パレッ
トにフロン類を充てんした車台を選択・確定します。

確認ポイント

「対象車台の選択（JPRS2252）」画面が表示され
ますので、「２.フロン類指定引取場所情報」、
「３.ボンベ・パレット情報」の内容について確認
します。

操作ポイント

• フロン類を充てんしたボンベ・パレット番号
と、フロン類種別の確認。

• フロン類を回収した車台の車台番号の確認。

大型ボンベ・専用パレットに充てんしたフロン類
を回収した車台を選択・確定します。

2

1

※1

※2

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「４.引取報告済車台の一覧」に、すでに自社が引取
報告を行った車台が一覧表示されています。その中
から、「３.ボンベ・パレット情報」で表示されている
大型ボンベ・専用パレット番号に充てんしたフロン類
を回収した車台を選択し、 「引渡報告対象選択」欄
にチェックします。

ステップ1 ステップ2

1

ボタンをクリックすると、
荷姿作成が完了して「メニュー画面（JPRS2000)」
に戻ります。

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

2 保存してメニューに戻る

５.  電子マニフェストによる移動報告
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2

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

「５.備考情報」はメモ機能です。

「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧
可能な情報を入力し、保存できます。

「次工程（次業者）への申し送り事項」は、
次工程に対する注意、要望等の情報を移動報
告と共に送ることができます。

ボタンをクリックせず
に操作の途中で ボタンをクリッ
クした場合は、入力内容は保存されません。

メニューに戻る

全角／半角200字まで

保存してメニューに戻る

※1

※2

全角／半角200字まで

５.  電子マニフェストによる移動報告
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※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

「１.荷姿作成」で荷姿を作成した自動車メーカー等に
引き渡す大型ボンベ・専用パレットへ、フロン類を
回収して追加充てんした都度、追加充てんされた車台
の車台番号を入力します（「都度入力」）。自動車
メーカー等に引き渡す大型ボンベ・専用パレットが充
てん済みとなるまで、「都度入力」を反復します。

確認ポイント

追加充てんを行った荷姿の「ボンベ・パレット
番号」の確認。

フロン類を追加充てんした荷姿（大型ボンベ・専用
パレット）を選択します。

（２）都度入力

１）荷姿内容の変更

※ この画面は、「大型ボンベ・専用パレット」を指定引取
場所に引き渡したことを情報管理センターへ報告する
画面（P61参照）と同じ画面ですが、この時点では
「フロン類を追加充てんした大型ボンベ・専用パレット
の選択」を行いますので、情報管理センターへの引渡報
告は行わないでください。

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で１.５ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS2253）」画面が表示されます。

操作ポイント

• メニュー選択画面「１.５都度入力」より、
操作を開始します。

• フロン類を追加充てんした大型ボンベ・専用
パレットの番号を確認し、選択します。

• フロン類を追加充てんした大型ボンベ・専用
パレットの選択を行いますので、「センター
へ報告」をクリックしないでください。

都度入力

1

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」より、フロン類を追加
充てんした荷姿を選択します。対象となる荷姿を選択
し、 「荷姿内容変更」をクリックします。

ステップ1 ステップ2

「荷姿内容変更」欄の ボタンをクリック
すると、「対象車台の選択（JPRS2252）」画面
が表示されます。

1 変更

1

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

フロン類を追加充てんした荷姿を選択しますので、
ボタンはクリックしないでくだ

さい。
センターへ報告

（Ⅲ）その他

の時点で、誤って を
クリックした場合、

というメッセージが表示されますので、
をクリックしてください。

「センターへ報告」を押してしまった
ステップ1 センターへ報告

キャンセル

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」の「ボンベ・
パレット番号」欄にある ボタンをクリッ
クすると、「荷姿詳細情報」画面が表示されます。

荷姿（大型ボンベ・専用パレット）に
すでにフロン類充てんしたものとして

入力された車台を知りたい

？

詳細

詳しくは177ページをご覧ください

57
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

２）対象車台の選択

引取報告済車台の一覧から、フロン類を追加充てん
した車台を選択・確定します。

「対象車台の選択（JPRS2252）」画面が表示され
ますので、「２.フロン類指定引取場所情報」、
「３.ボンベ・パレット情報」の内容について確認
します。

操作ポイント

追加充てんしたフロン類を回収した車台番号の
確認。

追 加 充 て ん し た フ ロ ン 類 を 回 収 し た 車 台 の
車台番号を選択・確定します。

確認ポイント

2

1

※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「４.引取報告済車台の一覧」に、引取報告を行った
車台が一覧表示されています。その中から、「３.ボン
ベ・パレット情報」で表示されている大型ボンベ・
専用パレットに追加充てんしたフロン類を回収した
車 台 を 選 択 し 、 「 引 渡 報 告 対 象 選 択 」 欄 に
チェックします。

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、
荷姿内容の変更が確定して、「メニュー画面（JPRS
2000）に戻ります。

2 保存してメニューに戻る

1

59
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

ボタンまたは
ボタンをクリックせずに

操作の途中で ボタンをクリック
した場合は、入力内容は保存されません。

メニューに戻る
保存してメニューに戻る
2 引渡報告へ

「５.備考情報」はメモ機能です。

「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧
可能な情報を入力し、保存できます。

「次工程（次業者）への申し送り事項」は、
次工程に対する注意、要望等の情報を移動
報告と共に送ることができます。

（注） 大型ボンベまたは専用パレットが満杯になっ
たら、 ボタンをクリックして
く だ さ い 。 「 情 報 管 理セ ン タ ー へ の 報 告
(JPRS2253)」画面が表示されます。

引渡報告へ

全角／半角200字まで

全角／半角200字まで

※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

確認ポイント

メニュー選択画面で１.５ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS2253）」画面が表示されます。

操作ポイント

集荷依頼をする「荷姿」(大型ボンベ・専用
パレット)の荷姿IDとボンベ・パレット番号の
確認。

• をクリックする前に集荷
依頼を行います｡

• 集荷依頼をする場合は、「ボンベ・パレット
サイズ」の種別毎に荷姿をひとつだけ指定
します｡

• 複数ボンベがある場合は､複数回集荷依頼を
する必要があります｡

• 集荷依頼をしない場合は、そのまま「3）
情報管理センターへの報告」に進みます｡

充てん済みボンベ・パレットを引き渡すとき、指定
着払い方式を選択している場合は、「情報管理セン
ターへの報告(JPRS2253)」画面から、集荷を依頼
できます。

都度入力
センターへ報告

67ページ以降をご覧ください

1

2

3

4

5

（３）引渡報告

１）集荷依頼

61
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～５＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、これまで作成した
荷姿が一覧表示されています。その中から、集荷依頼
をする荷姿を一つだけ 「集荷依頼」欄にチェック
します。

ステップ1

「集荷希望日」欄と「希望時間帯」欄の「 ボ
タン」をクリックしてリストより選択します。集荷希
望日は翌々日以降から15日間で指定してください。
ただし、日・祭日の前日の場合は、休み明けの翌日以
降としてください。
（例）土曜日の場合は、翌週の火曜日以降を指定

してください。

ステップ2

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

「ボンベ・パレットサイズ」欄の4種類のサイズ
から、該当する○ボタンをひとつだけクリックします。

ステップ3

3 ボタンをクリックすると

ステップ4

4 集荷依頼

というメッセージが表示されますので、間違いなけ
れば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を 選 択 す る と 「 集 荷 依 頼 済 荷 姿 の 一 覧
（JPRS2700）」画面が表示され、集荷依頼が完了
します。

ステップ5

OK

63
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第１章 第２章 第３章 第４章

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「集荷依頼済荷姿の一覧（JPRS2700）」画面が
表示されます。

（Ⅲ）その他

5 依頼済荷姿表示

留意事項

• 大型ボンベ・専用パレットを提携運搬業者に
引き渡した後、すみやかに引渡報告を実施
してください。

• 原則はパソコンからの集荷依頼を実施して
ください。ただし、やむを得ない場合は、
電話またはFAXで依頼してください。

64
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第１章 第２章 第３章 第４章

1

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

（Ⅰ）画面

集荷依頼したフロン類荷姿の一覧が表示されます。

「集荷依頼済荷姿の一覧（JPRS2700）」画面が
表示されます｡

操作ポイント

• 集荷依頼が出ていることを確認してから、
前画面（JPRS2253）に戻り、センターへの
報告を行ってください｡

• 集荷依頼の取消は、集荷依頼当日のみ可能
です。

1

２）集荷依頼済荷姿一覧の確認

65
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「２.集荷依頼済荷姿の一覧」に、これまで作成した荷
姿が一覧表示されています。荷姿の情報（集荷依頼日、
集荷希望日時、荷姿ID、ボンベ・パレット番号、ボン
ベ・パレットサイズ、フロン類種別）を確認します。

ステップ1 ステップ2

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、「 情報
管理センターへの報告（JPRS2253）」画面（P61
参照）が表示されます。

前画面に戻る
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第１章 第２章 第３章 第４章

1

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

（Ⅲ）その他

集荷依頼したボンベ・パレットに間違いがあった場合
は、以下の取消し操作を行ってください。
（当日依頼分のみ可能です。）

取消1

OK キャンセル

OK

【集荷取消】

66

A. 該当するボンベ・パレットの ボタンを
クリックすると

というメッセージが表示されますので、間違いなけ
れば を、再確認する場合は
を選択します。

B. を 選 択 す る と 、 「 処 理 完 了 （ JPRS
0000 ） 」 画 面 （ P22 参 照 ） が 表 示 さ れ 、
「集荷取消申請」が完了します。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

３）情報管理センターへの報告

荷姿（大型ボンベ・専用パレット）が充てん済みと
なり、指定引取場所へ引き渡した時は、すみやかに
フロン類の引渡報告を行います。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . ５ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS2253）」画面が表示されます。

操作ポイント

自動車メーカー等に引き渡す「荷姿」（大型ボン
ベ・専用パレット）の荷姿IDとボンベ・パレット
番号の確認。

• メニュー選択画面「1.5都度入力」より、操作
を開始します。

• 指定引取場所に引き渡す荷姿（大型ボンベ・
専用パレット）を選択し、情報管理センター
へ報告します。

確認ポイント

都度入力

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、これまで作成した
荷姿が一覧表示されています。その中から、情報管理
センターへ報告を行う荷姿を選択し、 「引渡報告
対象選択」をチェックします。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

2 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけ
れば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1
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を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類引渡報告
（メーカー直送）が完了します。

ステップ3

OK

OK

1

2

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」で引渡先事業者／事業
所名と、ボンベ・パレット番号を再度確認した際に
間違いがあった場合には、情報管理センターへの報告
を行わず、以下の操作を行ってください。

【確定取消】

OK
キャンセル

確定取消

OK
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A. 間違いのあった荷姿を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、もう一度確認
する場合は を選択します。

C. を 選 択 す る と 、 対 象 と な る 荷 姿 は
「２.引渡先確定済荷姿の一覧」より削除されます。
荷姿の確定取消を行うと、都度入力により荷姿に
充てん済みであると選択されていた車台は、対象
車台の選択（JPRS2252）」画面の「４.引取
報告済車台の一覧」に表示されますので、再度操
作して引渡報告を行ってください。

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

５.４ フロン類の引渡報告（発送拠点経由）

回収拠点が1リットルボンベにフロン類を充てんし、
こ れ を 発 送 拠 点 に 引 き 渡 し た 時 に 回 収 拠 点 か ら
発送拠点への回収連絡を行います。

（Ⅰ）画面

１リットルボンベを引き渡したフロン類発送拠点を
指定し、「ボンベ番号」、「フロン類種別」を入力
します。

確認ポイント

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . ６ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 連 絡 先 事 業 者 の 入 力
（JPRS2421）」画面が表示されます。

回収連絡

• 連絡先のフロン類発送拠点の確認（自動車
リサイクルシステムへ登録されているフロン
類発送拠点）。

• フロン類を充てんしたボンベ番号と、フロン
類種別の確認。

• 引渡先のフロン類発送拠点を確認し、入力
します。

• フロン類を充てんした１リットルボンベの
番号と、充てんしたフロン類の種別を入力
します。

操作ポイント

１リットルボンベと専用パレットに集約して指定引取
場所に引き渡した時に引渡報告を行う。

1

2
3

4

（１）回収拠点から発送拠点への回収連絡

１）連絡先事業者の入力

（１）回収拠点から発送拠点への回収連絡 （２）発送拠点から情報管理センターへの引渡報告

70

１リットルボンベを回収拠点から発送拠点に引き
渡した時に回収連絡を行う。
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第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

「２.フロン類発送拠点の指定」の 「事業所名」欄
で、「 ボタン」をクリックしてフロン類発送拠点
をリストより選択します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

ステップ1 ステップ2

1 「 ボ ン ベ 番 号 」 欄 に フ ロ ン 類 を 充 て ん し た
「１リットルボンベ番号」を入力します。

「フロン類種別」欄に、充てんしたフロン類の
種別を「 ボタン」をクリックしてリストより選択
します。

2

⇒ フロン類発送拠点をリストより選択すると、
「フロン類発送拠点」の事業所情報が表示され
ます。表示された内容（事業者／事業所名、
郵便番号、所在地、電話番号）を確認してくだ
さい。

1

⇒ CFC、HFCのいずれかを選択してください。

3

※ フロン類発送拠点のリストには、自動車リサ
イクルシステムに登録されている「フロン類発送
拠点」の事業所が表示されます。

半角英数12 字まで
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ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS2422）」画面が表示され
ます。

ステップ3

4 対象車台選択へ

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

1

2
3

4

フロン類種別を
プルダウンメニューから選択



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

留意事項

「３.ボンベ情報」の「フロン類種別」
は、当該報告を行おうとしている事業所がフロン
類回収業者として取扱い可能なフロン種別しか
表示されません。

ステップ2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

２）対象車台の選択

引取報告済車台の一覧から、発送拠点に引き渡す
１リットルボンベにフロン類を充てんした車台を
選択・確定し、「荷姿」を作成します。

「対象車台の選択（JPRS2422）」画面が表示され
ますので「２.フロン類発送拠点情報」、「３.ボンベ
情報」の内容について確認します。

操作ポイント

• フロン類を充てんしたボンベ番号と、フロン
類種別の確認。

• フロン類を回収した車台の車台番号の確認。

１ リ ッ ト ル ボ ン ベ に 充 て ん し た フ ロ ン 類 を
回収した車台を選択・確定します。

確認ポイント

1

2

※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「４.引取報告済車台の一覧」に、すでに自社が引取報
告を行った車台が一覧表示されています。その中から、
「３.ボンベ情報」に表示されているボンベに充てんし
たフロン類を回収した車台を選択し、 「回収連絡
対象選択」欄にチェックします。

ステップ1 ステップ2

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「発送拠点へ連絡（JPRS2423）」画面が表示され
ます。

2

1

回収連絡先確定

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

ボタンをクリックせずに
操作の途中で ボタンをクリック
した場合は、入力内容は保存されません。

メニューに戻る
回収連絡先確定

※1

※2

2

2

「５.備考情報」はメモ機能です。

「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧可
能な情報を入力し、保存できます。

「次工程（次業者）への申し送り事項」は、
次工程に対する注意、要望等の情報を移動報告
と共に送ることができます。

全角／半角200字まで

全角／半角200字まで

※1

※2
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（Ⅰ）画面

３）発送拠点への連絡

フロン類を充てんした１リットルボンベを発送拠点へ
引き渡した時は、すみやかに回収連絡を行います。

メニュー選択画面で１.７ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 発 送 拠 点 へ 連 絡 （ JPRS
2423）」画面が表示されます。

操作ポイント

発送拠点に引き渡した「荷姿」（１リットル
ボンベ）のボンベ番号の確認。

発送拠点に引き渡した「荷姿」（1リットル
ボンベ）を選択し、発送拠点へ連絡します。

確認ポイント

1

2

確定済荷姿
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.回収連絡先確定済荷姿の一覧」に、回収連絡先を
確定した荷姿が一覧表示されています。画面に表示さ
れている以下の点を確認したうえで、その中から回収
連絡を行う荷姿を選択し、 「回収連絡対象選択」欄
にチェックします。

ステップ1 ステップ2

1

ボタンをクリックすると、2 発送拠点へ連絡

というメッセージが表示されますので、間違いなけ
れば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1

2
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• 回収連絡先事業者／事業所名
• 荷姿ID
• ボンベ番号
• フロン類種別
• ボンベに充てんされた車台数



第１章 第２章 第３章 第４章

ステップ3

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類の回収連絡が
完了します。

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

78
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

「２．回収連絡先確定済荷姿の一覧」で回収連絡先事
業者／事業所名、荷姿ID、ボンベ番号、フロン類種別、
ボンベに充てんされた車台数を再度確認した際に間違
いがあった場合には、発送拠点への連絡を行わず、
以下の操作を行ってください。

【確定取消】

OK
キャンセル

確定取消

OK

79

A. 間違いのあった荷姿を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、もう一度確認
する場合は を選択します。

C. を 選 択 す る と 、 対 象 と な る 荷 姿 は
「２.回収連絡先確定済荷姿の一覧」より削除され
ます。「確定取消」を行った荷姿に充てん済みで
あると選択されていた車台は、「対象車台の選択
（JPRS2422）」画面の「４.引取報告済車台の
一覧」に表示されますので、再度操作して「回収
連絡」を行ってください。

５.  電子マニフェストによる移動報告
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■□□◇社123456780103    

（Ⅰ）画面

（２）発送拠点から情報管理センターへの引渡報告

フロン類発送拠点で、複数のフロン類回収拠点より
引き渡された１リットルボンベを集約し、専用パレッ
トにより指定引取場所に引き渡した時は、すみやかに
フロン類の引渡報告を行ってください。

メニュー選択画面で１.８ ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS2451）」
画面が表示されます。

操作ポイント

• 引渡先のフロン類指定引取場所の確認（自動
車 リ サ イ ク ル シ ス テ ム へ の 登 録 完 了 後 に
送付される登録完了通知書に記載された指定
引取場所）。

• １リットルボンベを集約したパレット番号と、
フロン類種別の確認。

• 引渡先のフロン類指定引取場所の「事業所
コード」が必要になりますので、事前に確認
したうえで入力します。

• 大型ボンベと専用パレットの双方を扱う場合
は、大型ボンベと専用パレットを、間違えな
いように常に注意して管理してください。

確認ポイント１）指定引取場所の入力
専用パレットを引き渡した指定引取場所を指定し、
「ボンベ・パレット番号」「フロン類種別」を入力し
ます。

荷姿作成
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5



第１章 第２章 第３章 第４章

■□□◇社123456780103    

「２.フロン類指定引取場所の指定」の 「事業所
コード」欄に、自動車リサイクルシステムに登録され
ている「指定引取場所」の事業所コードを入力します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

ステップ1 ステップ2

「ボンベ・パレット番号」に１リットルボンベを
集約した「パレット番号」を入力します。

「フロン類種別」欄に、充てんしたフロン類の
種別を「 ボタン」をクリックしてリストより選択
します。

ステップ3

1 ボタンをクリックします。

3

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

⇒ ボタンをクリックすると、
「指定引取場所」の事業所情報が表示されます。
表示された内容（事業者／事業所名、郵便番号、
所在地、電話番号）を確認してください。

半角数字12 桁

2 事業者情報表示

2 事業者情報表示

半角英数12字まで

4

⇒ CFC、HFC、CFC／HFCのいずれかを選択

ステップ4

ボタンをクリックすると、「対
象荷姿選択（JPRS2452）」画面が表示されます。
5 対象荷姿選択へ
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5

フロン類種別を
プルダウンメニューから選択
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■□□◇社123456780103    

（Ⅲ）その他

留意事項

「３.ボンベ・パレット情報」の「フロン類
種別」は、当該報告を行おうとしている事業所が
フロン類回収業者として取扱い可能なフロン種別
しか表示されません。

「２.フロン類指定引取場所の指定」に表示された情報
が異なっていた場合は、入力した「事業所コード」を
間違えている可能性があります。 「事業所コード」
欄に正しいコード番号を入力し、 以降の操作
を再度行ってください。

1
ステップ1

【引き渡す指定引取場所の情報が違う】
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

２）対象荷姿の選択

「４.回収連絡済荷姿の一覧」から、専用パレットに
集約した１リットルボンベを選択・確定します。

「対象荷姿の選択（JPRS2452）」画面が表示され
ますので、「２.フロン類指定引取場所情報」、
「３.ボンベ・パレット情報」について確認します。

操作ポイント

• 1リットルボンベを集約した専用パレット
番号とフロン類種別の確認。

• 専用パレットに集約した1リットルボンベの
ボンベ番号の確認。

専用パレットに集約した1リットルボンベを
選択、確定します。

確認ポイント

1

2

※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「４.回収連絡済荷姿の一覧」に、フロン類回収連絡済
みの１リットルボンベが一覧表示されています。その
中から、「３.ボンベ・パレット情報」に表示されて
いるパレットに集約した１リットルボンベを選択し、

「引渡報告対象選択」欄にチェックします。

ステップ1 ステップ2

1

ボタンをクリックすると、
に 荷 姿 内 容 の 変 更 が 確 定 し て 「 メ ニ ュ ー 画 面
(JPRS2000)」に戻ります。

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

2 保存してメニューに戻る
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2

※1

※2
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第１章 第２章 第３章 第４章

「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧
可能な情報を入力し、保存できます。

「次工程（次業者）への申し送り事項」は、
次工程に対する注意、要望等の情報を移動
報告と共に送ることができます。

（注１） パレットが満杯になり引渡報告をするときは
メニュー画面の1.9 ボタン
をクリックしてください。「情報管理セン
ターへの報告（JPRS2453）画面が表示
されます。

「５.備考情報」はメモ機能です

（Ⅲ）その他

（注２）既に登録してあるパレットに1リットル
ボ ン ベ を 追 加 し た い と き は 、 メ ニ ュ ー
画面の1.9 ボタンをクリッ
クしてください。

「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告 （ JPRS
2453）」画面が表示され、その画面の
「 荷 姿 内 容 変 更 」 欄 の ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 荷 姿 の 選 択
（JPRS2452）」画面が表示されます。

「対象荷姿の選択（JPRS2452）」画面
にて、追加したい1リットルボンベの「引渡
報告対象選択」欄にチェックを入れます。

パレットがいっぱいになって続けて引渡報
告を行うときは、 ボタンを
クリックして「情報管理センターへの報告
（JPRS2453）」画面に移ります。

パレットがいっぱいになっていなければ
ボタンをクリック

し 、メ ニ ュ ー画 面 （JPRS2000） 」に
戻ります。

ボタンをクリックせず
に操作の途中で ボタンをクリッ
クした場合は、入力内容は保存されません。

メニューに戻る

全角／半角200字まで

保存してメニューに戻る

※1

※2

全角／半角200字まで

荷姿変更

荷姿変更

変更

※1

※2
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（Ⅰ）画面

３）集荷依頼

充てん済みパレットを引き渡す時、指定着払い方式を
選 択 し て い る 場 合 は 、 「 情 報 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS2453）」画面から、集荷を依頼できます。

メニュー選択画面で1.9 ボタンをクリッ
クすると、「情報管理センターへの報告（JPRS
2453）」画面が表示されます。

操作ポイント

集 荷 依 頼 を す る 「 荷 姿 」 ( 専 用 パ レ ッ ト ) の
パレット番号の確認。

• を ク リ ッ ク す る 前 に 集 荷
依頼を行います｡

• 集荷依頼をする場合は、「ボンベ・パレット
サイズ」の種別毎に荷姿をひとつだけ指定し
ます｡複数ボンベがある場合は、複数回集荷
依頼をする必要があります｡

• 集荷依頼をしない場合は、そのまま「5）情報
管理センターへの報告」に進みます｡

確認ポイント

1

3

荷姿変更 センターへ報告

92ページ以降をご覧ください

2

5 4
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「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、これまで作成した
荷姿が一覧表示されています。その中から、集荷依頼
をする荷姿をひとつだけ 「集荷依頼」欄にチェッ
クします。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～５＞

ステップ1 ステップ2

1

「集荷希望日」欄と「希望時間帯」欄の「 ボタ
ン」をクリックしてリストより選択します。集荷希望
日は翌々日以降から15日間で指定してください。
ただし、日・祭日の前日の場合は、休み明けの翌日
以降としてください。
（例 土曜日の場合は、翌週の火曜日以降を指定して
ください。）

2

1

2
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「ボンベ・パレットサイズ」欄の4種類のサイズ
から、該当する○ボタンをひとつだけクリックします。

ステップ3

3

ステップ4

ボタンをクリックすると、4 集荷依頼

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると、「集荷依頼済荷姿の一覧
（JPRS2700）」画面が表示され、集荷依頼が完了
します。

ステップ5

OK

3

4
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（Ⅲ）その他

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「集荷依頼済荷姿の一覧（JPRS2700）」画面が
表示されます。

5 依頼済荷姿表示 留意事項

• 大型ボンベ・専用パレットを提携運搬業者に
引き渡した後、すみやかに引渡報告を実施
してください。

• 原則はパソコンからの集荷依頼を実施して
ください。ただし、やむを得ない場合は、
電話またはFAXで依頼してください。

5
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1

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

（Ⅰ）画面

４）集荷依頼済荷姿一覧の確認

集荷依頼したフロン類荷姿の一覧が表示されます。

「集荷依頼済荷姿の一覧（JPRS2700）」画面が
表示されます。

操作ポイント

• 集荷依頼が出ていることを確認してから、
前画面（JPRS2453）に戻り、センターへの
報告を行ってください。

• 集荷依頼の取消は、集荷依頼当日のみ可能
です。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

1

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「２.集荷依頼済荷姿の一覧」に、これまで作成した
荷姿が一覧表示されています。荷姿の情報（集荷
依頼日、集荷希望日時、荷姿ID、ボンベ・パレット
番号、ボンベ・パレットサイズ、フロン類種別）を
確認します。

ステップ1 ステップ2

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、「 情報
管理センターへの報告（JPRS2453）」画面（P86
参照）が表示されます。

（Ⅲ）その他

【集荷取消】

集荷依頼したボンベ・パレットに間違いがあった場合
は、以下の取消し操作を行ってください。
（当日依頼分のみ可能です。）

取消1

OK
キャンセル

OK

91

A. 該当するボンベ・パレットの ボタンを
クリックすると

というメッセージが表示されますので、間違い
な け れ ば を 、 再 確 認 す る 場 合 は

を選択します。

B. を 選 択 す る と 、 「 処 理 完 了 (JPRS
0000）」画面（P22）が表示され、「集荷取消
申請」が完了します。

５.  電子マニフェストによる移動報告
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

５）情報管理センターへの報告

荷姿（専用パレット）が充てん済みとなり、指定引取
場所へ引き渡した時は、すみやかにフロン類の引渡
報告を行います。

メニュー選択画面で１.9 ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS2453）」画面が表示されます。

操作ポイント

自動車メーカー等に引き渡す「荷姿」（専用
パレット）の荷姿IDとパレット番号の確認。

• メニュー選択画面「1.9荷姿変更」より、操作
を開始します。

• 指 定 引 取 場 所 に 引 き 渡 す 荷 姿 （ 大 型
ボンベ・専用パレット）を選択し、情報管理
センターへ報告します。

確認ポイント

荷姿変更

1

2
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、これまで作成した
荷姿が一覧表示されています。その中から、情報管理
センターへ報告を行う荷姿を選択し、 「引渡報告
対象選択」をチェックします。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

2 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1

1

2
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を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類引渡報告（発
送拠点経由）が完了します。

ステップ3

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

2
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（Ⅲ）その他

「2.引渡先確定済荷姿の一覧」で引渡先事業者／事業
所名と、ボンベ・パレット番号を再度確認した際に間
違いがあった場合には、情報管理センターへの報告を
行わず、以下の操作を行ってください。

【確定取消】

OK
キャンセル

確定取消

OK

95

A. 間違いのあった荷姿を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、もう一度確認
する場合は を選択します。

C. を 選 択 す る と 、 対 象 と な る 荷 姿 は
「２.引渡先確定済荷姿の一覧」より削除されます。
荷姿の確定取消を行うと、都度入力により荷姿に
充てん済みであると選択されていた車台は、対象
車台の選択（JPRS2452）」画面の「４.引取報
告済車台の一覧」に表示されますので、再度操作
して引渡報告を行ってください。
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５.５ フロン類再利用車台の連絡

（Ⅰ）画面

再利用用ボンベにフロン類を充てんした車台を選択・
確定します。

確認ポイント

メニュー選択画面で１.１０ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 選 択 （ JPRS
2500）」画面が表示されます。

再利用連絡

• フロン類の再利用を行う年度（報告年度）の
確認。

• フロン類の再利用を行う車台の車台番号の
確認。

報告年度を選択したうえで、再利用用ボンベに
充てんしたフロン類を回収した車台番号を選択・
確定します。

操作ポイント

フロン類を再利用する場合には、回収したフロン類を
再利用用ボンベに充てんした都度、「フロン類再利用
車台連絡」を行う必要があります。

1 2

3

（１）対象車台の選択
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

「２.引取報告済車台の一覧」の 「報告年度」欄で
フロン類の再利用を行う年度を「 ボタン」を
クリックしてリストより選択します。

ステップ1

「報告年度」を選択した後、再利用ボンベに充てん
したフロン類を回収した車台を選択し、 「再利用
対象選択」欄にチェックします。

ステップ2

ステップ3

1
2

を選択すると「対象車台の確認（JPRS
2501）」画面が表示されます。

ステップ4

OKボタンをクリックすると3 確定

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1 2

※ 通常は今年度を表示しています。
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（Ⅲ）その他

留意事項

ボタンをクリックせずに操作の途中
で ボタンをクリックした場合は、
入力内容は保存されません。

メニューに戻る
「報告年度」に一覧表示されるリストは、

「前年度」と「今年度」の２年分です。フロン類
を指定引取場所に引き渡さずに、再利用する場合
は、必ずフロン類を再利用用ボンベに充てんした
年度で「フロン類再利用車台の連絡」を行って
ください。

13 確定

1 2
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（Ⅰ）画面

（２）対象車台の確認

この画面は「フロン類再利用連絡」を行なう車台を
確認する場面ですが、業務の流れは右記の４つの
パターンに分別されます。業務内容に合わせて、必要
な作業を行うようにしてください。

メニュー選択画面で１.１１ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JPRS
2501）」画面が表示されます。

操作ポイント

1）「内容を確認して作業を終了する」か、
2）「引き続き再利用車台連絡を行う」か、
3 ） 「 フ ロ ン 類 の 年 次 報 告 を 行 う 」 か 、
4）「前画面で確定した情報を取り消す」か
を確認。

• 業務内容に合わせて、必要な操作を行います。
1）作業を終了する。

⇒「メニューに戻る」をクリック
2 ） 引 き 続 き 再 利 用 車 台 連 絡 を 行 う 。

⇒「追加選択」をクリック
3）フロン類の年次報告を行う。

⇒「フロン類年次報告へ」をクリック
4 ） 前 画 面 で 確 定 し た 情 報 を 取 り 消 す 。

⇒「確定取消」をクリック

確認ポイント

連絡済車台

4

2

31 5
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（Ⅱ）操作説明

「２.引取報告済車台の一覧」に、フロン類の再利用を
行うことを確定した車台が表示されます。表示された
内容（車台番号、フロン類車種クラス、報告年度）を
確認のうえ、業務内容によって、以下の操作を行い
ます。

ステップ1

1）フロン類再利用連絡を終了する

ボタンをクリックして作業を
終了します。
1 メニューに戻る

2）引き続き再利用車台連絡を行う場合

ボタンをクリックします。2 追加選択

2

1

⇒ 「対象車台の選択」画面が表示されます。引き
続きフロン類を再利用する車台を選択してくだ
さい。
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A. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定取
消」をする場合は を、もう一度確認する
場合は を選択します。

B. を選択すると、対象となる車台は「２.引
取報告済車台の一覧」より削除されます。「確定
取消」を行った車台は、「対象車台の選択」画面
「２.引取報告済車台の一覧」に表示されます。

C. 削除された車台は、再度指定引取場所に引き渡すか、
再利用を行うか、実態に合わせた移動報告を行って
ください。

OK
キャンセル

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

3）フロン類の年次報告を行う場合

ボタンをクリックします。
⇒ 「報告年度の選択」画面が表示されます。
3 フロン類年次報告へ

4）前画面で確定した情報を取り消す場合

「２.引取報告済車台の一覧」よりフロン類の再利用
連絡を取り消す車台を選択し、 「確定取消」欄
にチェックします。

5 確定取消

4

96ページ以降をご覧ください

OK

35
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５.  電子マニフェストによる移動報告

4
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詳しくは115ページをご覧ください



第１章 第２章 第３章 第４章

（1）確認通知の発生時期

６.  状況の表示

フロン類回収業者の状況の表示（確認通知）とそれに
対する対応について説明します。

フロン類回収工程では、以下のような場合に、確認
通知が情報管理センターからなされます。

（2）確認通知発生の有無の確認

移動報告等の作業の有無に係らず、メニュー選択
画面については毎日開き、確認通知の発生状況を
確認するようにしてください。

１）確認通知が発行されていない時
（通常画面）

通常、メニュー選択画面の「２．状況の表示」欄に
赤字の表示はなく、 ボタンは、クリッ
クできません。

確認通知

２）確認通知が発行された時

「２.状況の表示」欄の確認通知が発行された箇所に、
「×件の確認通知が発生しています」と、赤字で表示
され、 ボタンがクリックできる状態に
なります。

確認通知

自社が使用済自動車の
引取報告を行った後

自社が
20日以内に 使用済自動車の「引渡報告」を行わなかった場合

自社が使用済自動車の
引渡報告を行った後

引渡先が
5日以内に 使用済自動車の「引取報告」を行わなかった場合

自社がフロン類の
引渡報告を行った後

指定引取場所が
15日以内に フロン類の「引取報告」を行わなかった場合

※ 確認通知までの期間は、移動報告日から起算して計算（土日、祝日等も含む）

102
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６.１ 確認通知の基本事項
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第１章 第２章 第３章 第４章

自治体への遅延報告の通知

（３）確認通知発生時の対応

確認通知

105ページ以降をご覧ください

１）引渡しと運搬状況の確認

自社が引渡先へ使用済自動車またはフロン類を本当に
引き渡しているか否かについて、運搬状況を含めて
確認してください。

２）自社が引き渡していなかった場合

自社が使用済自動車を引き渡していなかった場合は
引渡報告を実施します。
その後、引渡先にて引取報告を行うように要請して
ください。

（注）フロン類の未引渡しについても使用済自動車の
引渡しと同様にフロン類の引渡し後、引渡先
にて引取報告を行うように要請してください。

３）自社が引渡し済みの場合

自社が使用済自動車またはフロン類を引渡し済みの
場合は、引渡先の状況（不適正処理がないか）を
確認のうえ、引渡先にて引取報告を行うよう要請して
ください。
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自社が使用済自動車の「引渡報告」を
行わなかった場合 確認通知発行日＋10日

引渡先が使用済自動車の「引取報告」を
行わなかった場合 確認通知発行日＋3日

指定引取場所がフロン類の「引取報告」を
行わなかった場合 確認通知発行日＋3日

確認通知が発行された後、以下の期間経過しても移動報告が行われなかった場合、情報管理センターは都
道 府 県 等 へ 遅 延 報 告 を 自 動 的 に 送 付 し 、 都 道 府 県 等 は 必 要 に 応 じ て 適 切 な 措 置 を 講 ず る よ う
勧告・命令等を行います。

確認通知が発生している欄の ボタンを
クリックして、移動報告の未実施状況を確認のうえ、
すみやかに対応してください。

特に、自社が引渡報告済みで、引渡先が引取報告を
行っていない場合、以下の手順で対応してください。



第１章 第２章 第３章 第４章

（４）フロン類移動報告実施状況のお知らせ

（５）メニューごとの画面表示

メニューごとの ボタンは、確認通知が
発行されていなければ、非活性（ボタンをクリックで
きない状態）です。
「確認通知」が発行されると、メニュー上に赤字で
確認通知の発生件数を表示すると共に、ボタンが操作
できる状態となります。

１）都度入力実施状況の表示

前年度に引き取ったものの前年度内にフロン類の
引渡し等を行わなかった車台（繰越車台）数および
当該年度に引取報告された車台数の合計のうち、

２）移動報告実施状況の表示

前年度に引き取ったものの前年度内にフロン類の
引渡し等を行わなかった車台（繰越車台）数および
当該年度に引取報告された車台数の合計のうち、

確認通知

都度入力実施状況 100 ×
（ フロン類荷姿確定車台数 + フロン類再利用連絡車台数 ）

（ 当該年度の使用済自動車引取報告車台数 + 前年度からの繰越車台数 ）

移動報告実施状況 100 ×
（ フロン類引渡報告車台数 + フロン類再利用連絡車台数 ）

（ 当該年度の使用済自動車引取報告車台数 + 前年度からの繰越車台数 ）

※ １）、２）共に小数点第１位以下の数字は切り捨てで表示しています。
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フロン類指定引取場所へ引き渡すことを前提に荷姿と
して確定しているものおよび、自社で再利用連絡を
行 っ た 車 台 数 の 合 計 が 占 め る 割 合 を 、 都 度 入 力
実施状況として％表示（赤字）します。

フ ロ ン 類 指 定 引 取 場 所 へ 引 き 渡 し た 車 台 数 と 、
再利用連絡を行った車台数の合計が占める割合を、
フロン類移動報告実施状況として％表示（赤字）
します。

次ページからメニューごとの画面表示を説明します。
メニュー選択画面上の各メニューの左側に記載されて
いる「２.１」等の番号順に説明します。

６.  状況の表示
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

使用済自動車の引取報告を行った後、「20日以内」
に解体業者へ使用済自動車の引渡報告を行わなかった
場合、メニュー選択画面に「確認通知」を発行した旨
が赤字で表示されますので右記の点を確認してくださ
い。

メニュー選択画面で、２.１ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JMDS
2230）」画面が表示されます。

• 自社で引取報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 使用済自動車の有無を確認のうえ、必要に
応じてすみやかに引渡報告を実施。

確認ポイント

確認通知

1
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６.  状況の表示

６.２ 解体業者への使用済自動車引渡報告未実施状況
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～２＞

「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、自社の引渡報告が
遅延となっている車台が表示されますので、これを
確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

⇒ 該当車両の引渡しの有無を確認し、必要に応じ
てすみやかに解体業者への引渡しと引渡報告を
行ってください。

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より10日以内に移動報告が
行われなかった場合、情報管理センターより自動的に
自社を管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1
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６.  状況の表示
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

使用済自動車の引渡報告を行った後、引渡先の解体業
者が「５日以内」に使用済自動車の引取報告を行わな
かった場合、メニュー選択画面に「確認通知」を発行
した旨が赤字で表示されます。右記の点を確認してく
ださい。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ２ . ２ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JMDS
2130）」画面が表示されます。

• 自社で引渡報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 自社が引渡先へ使用済自動車を引き渡したか
否か、使用済自動車が確実に解体業者へ引き
渡されたか否か、引渡先の状況（不適正処理
がないか）を確認。

確認ポイント

確認通知

1

※ 使用済自動車が解体業者に引き渡されたことが
確認された場合、解体業者に引取報告を行うよう
要請します。
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６.  状況の表示

６.３ 引渡先（解体業者）での使用済自動車引取報告の未実施状況
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～２＞

「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、引渡先事業者の
引取報告が遅延となっている車台が表示されますので、
これを確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

⇒ 引渡先の解体業者に該当車両の引取りの有無を
確認し、必要に応じてすみやかに引取報告を
行なうよう、要請してください。

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1
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６.  状況の表示
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

フロン類の引渡報告を行った後、引渡先のメーカー指
定引取場所が「15日以内」にフロン類の引取報告を
行わなかった場合、メニュー選択画面に「確認通知」
を発行した旨が赤字で表示されます。右記の点を確認
してください。

メニュー選択画面で２.３ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 荷 姿 の 確 認 （ JMDS
2120）」画面が表示されます。

• 自社で引渡報告を行ったフロン類のうち、
確認通知が発行されている荷姿を確認。

• 自社がフロン類指定引取場所へフロン類を
引き渡したか否か、フロン類が確実にフロン
類指定引取場所へ引き渡されたか否か、引渡
先の状況（不適正がないか）を確認。

確認ポイント

確認通知

1

※ フロン類がフロン類指定引取場所に引き渡された
ことが確認された場合、フロン類指定引取場所に
引取報告を行うよう要請します。
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６.  状況の表示

６.４ 引渡先（フロン類指定引取場所）の
フロン類引取報告（メーカー直送）の未実施状況
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～２＞

「２.引取報告遅延荷姿の一覧」に、引渡先事業者の
引取報告が遅延となっている荷姿が表示されますので、
これを確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる荷姿を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

⇒ 引渡先のメーカー指定引取場所、または運搬
業者に確認のうえ、必要に応じてすみやかに
フロン類指定引取場所にて引取報告を行うよう
要請してください。

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

フロン類発送拠点が引渡報告を行った後、引渡先の
フロン類指定引取場所が「15日以内」にフロン類の
引取報告を行わなかった場合、メニュー選択画面に
「確認通知」を発行した旨が赤字で表示されます。
右記の点を確認してください。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ２ .4 ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 荷 姿 の 確 認 （ JMDS
2450）」画面が表示されます。

• 自社で引渡報告を行ったフロン類のうち、
確認通知が発行されている荷姿を確認。

• 自社がフロン類指定引取場所へフロン類を
引き渡したか否か、フロン類が確実にフロン
類指定引取場所へ引き渡されたか否か、引渡
先の状況（不適正がないか）を確認。

確認ポイント

確認通知

1

荷姿ID/ボンベ番号
回収拠点より回収した1リットルボンベの荷姿ID
とボンベ番号が表示されます。

※ フロン類がフロン類指定引取場所に引き渡された
ことが確認された場合、フロン類指定引取場所に
引取報告を行うよう要請します。
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６.  状況の表示

６.５ 引渡先（フロン類指定引取場所）の
フロン類引取報告（発送拠点経由）の未実施状況
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～２＞

「２.引取報告遅延荷姿の一覧」に、引渡先事業者の
引取報告が遅延となっている荷姿が表示されますので、
これを確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる荷姿を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

⇒ 引渡先のフロン類指定引取場所、または運搬業
者に確認のうえ、必要に応じてすみやかにフロ
ン類指定引取場所にて引取報告を行うよう要請
してください。

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1

荷姿ID/ボンベ番号
回収拠点より回収した1リットルボンベの荷姿ID
とボンベ番号が表示されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章

７.  フロン類年次報告

実務上は回収・引渡しの際に、電子マニフェスト
制度により入力されたデータを流用することが可能で
すので、報告に必要となる業務負荷はフロン回収
破壊法より大幅に軽減されています。

自 動 車 リ サ イ ク ル 法 に お い て は 、 毎 年 度 終 了 後
1ヶ月以内（４月末まで）に、事業所ごとに以下の
項目について前年度1年間（４／１～３／31）の
実績報告を行う必要があります。

① 自動車メーカー等への引渡量 ② 再利用量

前 年 度 中 に 再 利 用 を し た フ ロ ン 類 の 種 別
（ CFC ・ HFC ） ご と の 量 お よ び フ ロ ン 類 を
再利用した使用済自動車の車台番号

前 年 度 中 に 自 動 車 メ ー カ ー 等 に 引 き 渡 し た
フロン類の種類（CFC・HFC）ごとの量

③ 保管量

３ 月 末 日 に お い て 保 管 し て い た フ ロ ン 類 の
種類（CFC・HFC）ごとの量

※ 自動車メーカー等における引取量が、電子マニ
フェストシステムの画面上で自動的に計算・表示
されるため、これを参考に入力してください。

※ 各事業所において把握しておいていただく必要が
あります。

※ フロン類の再利用車台連絡により、再利用した
車台番号は電子マニフェストシステム上で記録され
ていますが、再利用量については、別途各事業所に
おいて把握していただく必要があります。
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７.  フロン類年次報告
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報告期限（４／30）を越えても未報告の場合は、
当該事業所のフロン類年次報告がなされていな
い 旨 が 情 報 管 理 セ ン タ ー か ら 自 社 を
管轄する自治体へ報告されます。



第１章 第２章 第３章 第４章

フロン類年次報告
を行う時

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

3.1 年次報告

報告年度の選択

115ページ参照

フロン類年次報告の報告年度の４／１以降、前年
度までのフロン類年次報告が未報告であった場合、
報告がなされるまでメニュー画面上に赤字で警告
表示されます。警告表示は報告された時点で
非表示となります。

メニュー画面の警告表示について
前々年度分の報告が行われていないと、前年度分
の報告はできません。この場合、はじめに、前々
年度分のフロン類年次報告を行ってから、前年度
分の報告をしてください。

前々年度分が未報告の場合

詳しくは115ページをご覧ください

情報管理センター
への報告

※ 「報告年度の選択」画面上における「２.フロン類年
次報告の対象年度選択」の、「報告状況」欄で実施
状況を確認してください。

114
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

７.１ 報告年度の選択

フロン類年次報告を行う年度を選択します。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ３ . １ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 報 告 年 度 の 選 択 （ JPRS
2600）」画面が表示されます。

前々年度分の年次報告が「済」となっていること
の確認。

確認ポイント

年次報告

1

操作ポイント

前年度、および前々年度が表示されるので、報告
を行う年度を選択する。

※ メニュー選択画面において１.１１「連絡済車台」を選択
し「対象車台の確認（JPRS2501）」画面内（99ペー
ジ）で、「フロン類年次報告へ」を選択しても、この
画面が表示されます。

115

７.  フロン類年次報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明

「２.フロン類年次報告の対象年度選択」に、報告対象
年度（前年度、および前々年度）が表示されます。
フロン類年次報告を行う年度を選択し、「報告選択」
欄の ボタンをクリックします。

ステップ1

⇒ ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS2601）」画面
が表示されます。

（Ⅲ）その他

1 選択

1 選択

報告期限（４／30）を越えても未報告の場合は、
当該事業所のフロン類年次報告がなされていない
旨が情報管理センターから自社を管轄する自治体
へ報告されます。

前々年度分の報告が行われていないと、前年度分
の報告はできません。この場合、はじめに、前々
年度分のフロン類年次報告を行ってから、前年度
分の報告をしてください。

前々年度分が未報告の場合

※ 「２.フロン類年次報告の対象年度選択」の、
「報告状況」欄で実施状況を確認してください。
報告が行われている場合は「済」、報告が行われて
いない場合は「未実施」と表示されます。

1

116
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

７.２ 情報管理センターへの報告

選択した報告対象年度分の実績を情報管理センターへ
報告します。
自社が報告対象年度中（４／１～３／31）に取り
扱ったフロン類の実績に関して報告します。

「情報管理センターへの報告（JPRS2601）」画面
が表示されます。

選択した報告対象年度のフロン類移動報告実施
状況の確認。報告対象年度のフロン類移動報告
実施状況が、画面右上に％表示されます。実施
状況が不十分な場合、必要に応じて左下の｢再利
用連絡画面へ｣をクリックし、フロン類再利用
車台連絡を行った後に本画面でフロン類の年次
報告を行うようにしてください。

確認ポイント

• 画面に表示された情報を参考にして、それぞ
れ入力欄に実績量を入力してください。入力
する際は、CFC／HFCごとに入力してくださ
い。

• フロン類の再利用量・保管量を入力する欄は、
最初の時点では空欄になっています。

操作ポイント

1

2
3

4

5

6

78
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

メニュー選択画面の「貴社のフロン類移動報告状況の
お知らせ」を確認してください。（25ページ参照）

ステップ1

画面に表示された参考情報を基に、それぞれの入力欄
に実績を入力します。（ ～ ）

ステップ2

1

⇒ 実 施 状 況 が 不 十 分 の 場 合 、 必 要 に 応 じ て
「フロン類再利用車台連絡」を行ってください。
「１.対象期間」に表示された内容（対象期間、
報告期限）を確認してください。

6
詳しくは120ページをご覧ください

1

23

45

6

78
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第１章 第２章 第３章 第４章

ステップ3

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、「フロン類の年次
報告」が完了します。

ステップ4

OK各項目の入力を終えたら、 ボタン
をクリックします。

ボタンをクリックすると、

7 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

7 センターへ報告

119

７.  フロン類年次報告

7
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第１章 第２章 第３章 第４章

７.２ 情報管理センターへの報告（ について）

報告対象年度中（４／１～３／31）に、自動車メー
カー等に引き渡したフロン類の量を入力します。

ステップ2

（整数部）（小数部）
12345 . 1 kg

半角数字5桁まで 半角数字1桁

※ 参考情報に間違いがなければ、「（参考）自動車
メーカー等による引取量」の数値をそのまま入力して
ください。

1
2 計算

2 計算

【3．自動車メーカー等に引き渡した量】

120

A. 「（参考）自動車メーカー等による引取量」に
自動車メーカー等が引き取った量が表示されますの
で、これを参考に「自動車メーカー等への引渡量」
のCFC欄とHFC欄にそれぞれ入力してください。

B. 「自動車メーカー等への引渡量」を入力した後、
ボタンをクリックします。
ボタンをクリックすると「自動車メー

カー等への引渡量」の合計が表示されます。

７.  フロン類年次報告

1

2
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第１章 第２章 第３章 第４章

各事業所で把握している報告対象年度中（４／１～
３／31）のフロン類の再利用量を入力します。

（整数部）（小数部）
12345 . 1 kg

半角数字5桁まで 半角数字1桁

3
4 計算

4 計算

【4．自ら再利用した量】

121

A. 「（参考）再利用連絡済車台数」には、フロン類の
再利用連絡を行った車台数が参考として表示されま
す。再利用を行った車台数を参考に、 「フロン類
再利用量」のCFC欄とHFC欄にそれぞれ入力して
ください。

3

B. 「フロン類再利用量」を入力した後、
ボタンをクリックします。
ボタンをクリックすると「フロン類

再利用量」の合計が表示されます。

７.  フロン類年次報告

3

4
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第１章 第２章 第３章 第４章７.  フロン類年次報告

各事業所で把握している報告対象年度３月末のフロン
類の保管量を入力します。

（整数部）（小数部）
12345 . 1 kg

半角数字5桁まで 半角数字1桁

5
6 計算

6 計算

【5．前年度の３月31日現在で保管していた量】

122

A. 「（参考）保管車台数」には、フロン類回収業者が
引取報 告を 行っ た車 台 のうち、報 告対 象年 度
３月末 の時 点で のフ ロ ン類引 渡報 告、また は
フロン類再利用連絡が未実施の車台数を参考と
して表示しています。その車台数を参考にして、
各事業所の 「フロン類保管量」をCFC欄とHFC
欄にそれぞれ入力してください。

B. 「フロン類保管量」を入力した後、
ボタンをクリックします。
ボタンをクリックすると「フロン類

保管量」の合計が表示されます。

5

5

6
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅲ）その他

７.  フロン類年次報告

フロン類年次報告は報告期間中（報告年度の
４／１～４／30）は修正可能です。修正する
場合、フロン類年次報告と同様の操作となります。
情報管理センターへの報告（JPRS2601）画面
で、以前報告の際に入力した数字を消して、修正
する数字を再入力したうえで情報管理センターに
報告することで、フロン類年次報告の修正が行え
ます。

フロン類年次報告の修正について

メニュー画面の警告表示について

「○○○○年度分のフロン類移動報告実施状
況」％表示が低く、フロン類の再利用連絡を行う
場合は、 ボタンをクリック
します。

再利用連絡を行う

8 再利用連絡画面へ

⇒ ボタンをクリック
す る と 、 「 対 象 車 台 の 選 択 （ JPRS
2500）」が表示されます。報告対象年
度分の連絡忘れがあった場合、再利用車台
連絡を行ってください。

8 再利用連絡画面へ

詳しくは96ページをご覧ください

フロン類年次報告の報告年度の４／１以降、
前年度までのフロン類年次報告が未報告であった
場合、または修正可能期間（４／１～４／30）
にフロン類再利用車台連絡画面で再利用車台を
追加した場合、メニュー画面上に赤字で警告表示
されます。警告表示は報告された時点で非表示と
なります。

※ 再利用連絡：「１.10 」で確認
します。

123

8

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3

再利用連絡



第１章 第２章 第３章 第４章

８.１ 引渡報告未実施車台の閲覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が引取報告を行った車台のうち、引渡報告が
未実施である車台を確認する場合に利用します。

使用済自動車の引渡報告とフロン類の引渡報告の
どちらかが未実施の車台が表示されます。

引渡報告未実施車台を
閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.1 車台閲覧

引渡報告未実施
車台の一覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

電子マニフェストシステムにおいては、自社が取り
扱った車台・フロン類に関して以下の項目のパソコン
の画面上で閲覧することが可能です。

127ページ参照
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第１章 第２章 第３章 第４章

８.２ 使用済自動車に関する移動報告状況の閲覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が取り扱った使用済自動車の移動報告の実績を
確認する場合、また特定車台の自社以降の移動報告
状況を確認する場合に利用します。

引渡報告した後の移動報告
状況を閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.2 車台閲覧

検索条件の入力

自社の移動報告実績
の閲覧の場合

(ファイルダウンロード)

後工程業者の
移動報告実施状況

の閲覧の場合

取扱車台の確認

後工程の移動報告
状況確認

129ページ参照 129ページ
参照
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第１章 第２章 第３章 第４章

８.３ フロン類に関する移動報告状況の閲覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が引渡報告を行ったフロン類に関して、引渡報告
を行った日および指定引取場所による引取報告の実施
状況を確認する場合に利用します。

メーカー指定引取場所へ
の引渡報告後の移動報告

状況を閲覧する

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.3 荷姿閲覧

検索条件の入力

引渡報告日と引取報告
実施状況の確認

137ページ参照

自社が回収連絡を行ったフロン類に関して、回収
連絡を行った日および発送拠点が引渡報告を行った日
と引渡報告の実施状況、および指定引取場所による
引取報告の実施状況を確認する場合に利用します。

フロン類発送拠点への回収
連絡後の移動報告状況を

閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.4 荷姿閲覧

検索条件の入力

引渡報告日と引取報告
実施状況の確認

141ページ参照

（１）フロン類引渡報告後の移動報告状況の閲覧 （2）フロン類回収連絡後の移動報告状況の閲覧
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（１）引渡報告未実施車台の一覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

引取報告を行った使用済自動車で、情報管理センター
への引渡報告が未実施の車台を一覧表示します。
引渡先が確定しだい、すみやかに使用済自動車の引渡
しと、引渡報告を行ってください。

メニュー選択画面で4.１ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JPRS
2300）」画面が表示されます。

車台閲覧

1

８.１ 引渡報告未実施車台の閲覧

127 第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）引渡報告未実施車台がある場合 ＜ステップ1～２＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.引き取った使用済自動車のうち、引渡報告が未
実施のものの一覧」に、自社が引取報告を行った使
用済自動車のうち、引渡報告を行っていない車台が
表示されます。

ステップ1 ステップ2

表示された車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

⇒ 使用済自動車・フロン類の引渡しの有無を確認
し、引渡し済みであった場合は、すみやかに
次事業者への「引渡報告」を行ってください。

未実施： 引渡報告が未実施で、さらに引渡先の確定
も行われていないことを表しています。

確 定： 引渡報告は未実施ですが、引渡先の確定ま
では行われていることを表しています。

済 ： 引渡報告が実施済みであることを表してい
ます。

※ 引渡報告未実施車台がない場合、「該当がありません
でした。」と表示されます。

⇒ 「引渡報告」欄には、「使用済自動車」、
「フロン類」それぞれの引渡報告の実施状況
が表示されます。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

８.２ 使用済自動車に関する移動報告状況の閲覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

（１）検索条件の入力

自社が使用済自動車の引取・引渡報告を行った車台
一覧の閲覧は、車台一覧が記載された電子ファイルを
取得（ダウンロード）することで行います。
取得（ダウンロード）した電子ファイルには指定した
年月の1日から月末日、当月の場合は当日までに報告
を行った車台の一覧が記載されています。

操作ポイント

使用目的に合わせて、「ファイルをダウンロード
する」または、「電子マニフェストシステムで
検索する」のいずれかを選択します。

自社が引渡報告を行った車台に関して後工程の事業者
による移動報告の実施状況を確認する場合は、確認
する車台を個別に検索します。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で4.２ ボタンをク
リックすると、「検索条件入力（JMES2110）」
画面が表示されます。

車台閲覧

1 2

3 4 5

１）自社の移動報告実績の閲覧の場合 ２）後工程事業者の移動報告実施状況の閲覧の場合
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.移動報告実績のダウンロード」の中より、
該当するボタンをクリックします。
引取報告実績のダウンロードする：
年月を指定し引取報告実績の
ボタンをクリックします。
引渡報告実績をダウンロードする：
年月を指定し引渡報告実績の
ボタンをクリックします。

ステップ1 ステップ2

または の ボタンをクリック
すると、ダウンロード画面が表示されます。

指定した年月の1日から月末日、当月の場合は当日
ま で に 引 取 ・ 引 渡 報 告 を 行 っ た 車 台 一 覧 の 電 子
フ ァ イ ル を 取 得 （ ダ ウ ン ロ ー ド ） す る 場 合 は 、
以下の手順で操作します。

1 ダウンロード

2 ダウンロード

2 ダウンロード1

ステップ3

画面に従って、ファイルを保存してください。
ダウンロードに関する詳細は１９０ページを
ご覧ください

メニューに戻る
※ 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 の み で 作 業 を 終 了 す る 場 合 は 、

ボタンをクリックしてください。
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１）自社の移動報告実績の閲覧の場合 ＜ステップ1～３＞

1 2
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第１章 第２章 第３章 第４章８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「3.検索条件入力」の中より、 検索方法を選択し
ます。

ステップ1 ステップ2

検索方法を選択したら、 入力欄に必要事項（検索
条件）を入力します。

後工程事業者の移動報告の実施状況を閲覧する場合は、
車台番号（職権打刻含む）または、移動報告番号を
入力し、車台を特定することが必要です。

5 対象車台検索

43

ステップ3

検索条件を入力したら、 ボタン
をクリックしてください。

職権打刻番号については２２０ページをご覧ください

※ 画面に表示された注意事項に基づき、全角・半角で入力
してください。

⇒ ボタンをクリックすると、
「自社取扱車台の確認（JMES2120）」画面
が表示されます。

5 対象車台検索

3 4 5
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２）後工程事業者の移動報告実施状況の閲覧の場合 ＜ステップ1～３＞
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（２）取扱車台の確認

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した車台が自社が取り扱った車台で
あれば、引渡元・引渡先事業者（前後工程事業者）の
情報が表示されますので、これを確認します。

「自社取扱車台の確認（JMES2120）」画面が表示
されます。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱車台の一覧」には、自社で取り扱った車台の
前後工程事業者が表示されます。
表示された内容（車台番号、引取報告日、引渡元
事業者／事業所名、引渡報告日、引渡先事業者／事業
所 名 、 引 渡 先 引 取 報 告 日 ） を 確 認 し た う え で 、

ボタンをクリックします。

ステップ1

1 閲覧

（Ⅲ）その他

検 索 す る 条 件 を 変 更 し て 再 検 索 を 行 う 場 合 は 、
以下の操作を行ってください。

検索条件再入力

【検索条件を変える】

1
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A. ボタンをクリックすると、
「検索条件入力（JMES2110）」画面に戻り
ますので再度、検索方法を入力してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（３）後工程の移動報告状況確認

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

後 工 程 事 業 者 に よ る 移 動 報 告 の 実 施 状 況 が 表 示
されます。

「後工程の移動報告状況確認（JMES2130）」画面
が表示されます。

操作ポイント

自 社 の 使 用 用 途 に 合 わ せ て 画 面 の 印 刷 を
お勧めします。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「 ２ . 対 象 車 台 移 動 報 告 の 進 行 状 況 」 の 「 報 告
状況」欄に移動報告の実施状況が表示されます。

引取・引渡報告が実施済の場合：「報告済」
で表示されます。

引取・引渡報告が未実施の場合：「－」
で表示されます。

ステップ1
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第１章 第２章 第３章 第４章

A. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「書類郵送
依頼」をする場合は を、依頼しない
場合は を選択します。

B. を選択すると、「情報管理センターへの
申 請 が 完 了 し ま し た （ JPRS0000 ） 」 画 面
（P22参照）が表示されます。

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

（Ⅲ）その他

情報管理センターに依頼し、この画面に表示された
内容が記載された書類を、郵送にて受け取ることが
できます。有料です。

書類郵送依頼（有料）

※ 料金は変更する場合がございます。
※ 料金については自動車リサイクルシステム（JARS）

ホームページでご覧ください。

OK
キャンセル

【画面の表示内容が記載された書類の郵送を依頼する場合：有料】

OK

136

C. 申請日より１週間程度で、情報管理センターより
郵送されます。料金は840円（税別）となってお
り、配達の際に徴収いたしますので、ご了承くだ
さい。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3



第１章 第２章 第３章 第４章

８.３ フロン類に関する移動報告状況の閲覧

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が引渡報告を行ったフロン類に関して、引渡報告
を行った日および指定引取場所による引取報告の実施
状況を確認するには、右記の方法で確認する荷姿
（大型ボンベ・専用パレット）を検索します。

１）検索条件の入力

① 前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧表示
し、その中から検索

② 引渡報告を行った荷姿（大型ボンベ・パレット）の
「荷姿ID」を入力し、検索

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で4.３ ボタンをクリッ
クすると、「検索条件入力（JMES2210）」画面が
表示されます。

荷姿の閲覧

1

2 3

※

（１）フロン類引渡報告後の移動報告状況の閲覧

検索は「荷姿単位」で行います。「荷姿ID」で
検 索 す る 場 合 、 対 象 の 「 荷 姿 ID 」 番 号 を
事前に控えておきましょう。

確認ポイント
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

Ａ. 前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧表示し、その中から検索 ＜ステップ1～２＞

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、

を選択します。
前々月１日以降に引渡報告が行われた荷姿を検索1

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「取扱荷姿の確認（JMES2220）」画面が表示され
ます。

3 対象荷姿検索

Ｂ. 引渡報告を行った荷姿（大型ボンベ・パレット）の「荷姿ID」を入力し、確認 ＜ステップ1～３＞

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、
を選択します。

荷姿IDで検索2 入力欄に「荷姿ID」（検索条件）を入力します。※

ステップ3

検索条件を入力し、 ボタンをクリッ
クすると、「取扱荷姿の確認（JMES2220）」画面
が表示されます。

3 対象荷姿検索

半角英数18字

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

2 3

※
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第１章 第２章 第３章 第４章８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した荷姿が表示されますが、検索条件に
より「２.取扱荷姿の一覧」の表示内容が異なります。

２）引渡報告日と引取報告実施状況の確認

① 前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧表示
し、その中から検索

② 引渡報告を行った荷姿（大型ボンベ・パレット）の
「荷姿ID」を入力し、確認

（Ⅰ）画面

「取扱荷姿の確認（JMES2220）」画面が表示され
ます。

⇒ 前々月１日以降に引渡報告を行った荷姿（大型
ボンベ・専用パレット）が一覧表示されます。

⇒ 検索した荷姿（大型ボンベ・専用パレット）の
み表示されます。

※ この画面は「①前々月１日以降に引渡報告を行った
荷姿を検索した場合」のイメージです。
「②荷姿IDで検索した場合」は「２.検索条件入力」で、
「荷姿IDで検索」した荷姿のみ表示されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱荷姿の一覧」に、指定引取場所への引渡報告
日と、指定引取場所による引取報告日が表示されます
のでフロン類の移動報告実施状況を確認してください。

ステップ1

（Ⅲ）その他

検 索 す る 条 件 を 変 更 し て 再 検 索 を 行 う 場 合 は 、
以下の操作を行ってください。

検索条件再入力

表示画面「取扱荷姿の確認（JMES2220）」画面を
印刷・保管すると便利です。

【検索条件を変える】

【自社取扱荷姿の実績を保管する】

140

A. ボタンをクリックすると、「検索
条件入力（JMES2210）」画面に戻りますので
再度、検索方法を入力してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が回収連絡を行ったフロン類に関して、回収連絡
を行った日および発送拠点が引渡報告を行った日など
の引渡報告の実施状況および、指定引取場所による
引取報告の実施状況を確認するには、右記の方法で
確認する荷姿（大型ボンベ・専用パレット）を検索
します。

１）検索条件の入力

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で4.４ ボタンを
クリックすると、「検索条件入力（JMES2310）」
画面が表示されます。

荷姿閲覧

① 前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧表示
し、その中から検索

② 回収連絡を行った荷姿（大型ボンベ・パレット）の
「荷姿ID」を入力し、確認

1

2
3

※

（２）フロン類回収連絡後の移動報告状況の閲覧

検索は「荷姿単位」で行います。「荷姿ID」で
検索する場合、対象の「荷姿ID」番号を事前に
控えておきましょう。

確認ポイント
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

Ａ. 前々月1日以降に回収連絡を行った荷姿を一覧表示し、その中から検索 ＜ステップ1～２＞

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、

を選択します。
前々月１日以降に回収連絡が行われた荷姿を検索1

ボタンをクリックすると、「取扱
荷姿の確認（JMES2320）」画面が表示されます。
3 対象荷姿検索

Ｂ. 回収連絡を行った荷姿（大型ボンベ・パレット）の「荷姿ID」を入力し、確認 ＜ステップ1～３＞

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、
を選択します。

荷姿IDで検索2 入力欄に「荷姿ID」（検索条件）を入力します。※

ステップ3

検索条件を入力したら、 ボタンを
クリックしてください。

3 対象荷姿検索

⇒ ボタンをクリックすると、
「取扱荷姿の確認（JMES2320）」画面が
表示されます。

3 対象荷姿検索

半角英数18字

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

2
3

※
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第１章 第２章 第３章 第４章８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した荷姿が表示されますが、検索条件に
より「２.取扱荷姿の一覧」の表示内容が異なります。

２）引渡報告日と引取報告実施状況の確認

（Ⅰ）画面

「取扱荷姿の確認（JMES2320）」画面が表示され
ます。

① 前々月1日以降に回収連絡を行った荷姿を一覧表示
し、その中から検索

② 回収連絡を行った荷姿（大型ボンベ・専用パレッ
ト）の「荷姿ID」を入力し、確認

⇒ 前々月１日以降に回収連絡を行った荷姿（大型
ボンベ・専用パレット）が一覧表示されます。

⇒ 検索した荷姿（大型ボンベ・専用パレット）の
み表示されます。

回収拠点の
回収連絡日

1

発送拠点の
引渡報告日

指定引取場所
の引取報告日

※ この画面は「①前々月１日以降に回収連絡を行った
荷姿を検索した場合」のイメージです。
「②荷姿IDで検索した場合」は「２.検索条件入力」で、
「荷姿IDで検索」した荷姿のみ表示されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱荷姿の一覧」に、回収拠点による回収連絡日、
発送拠点から指定引取場所への引渡報告日、指定引取
場所による引取報告日が表示されますので、フロン類
の移動報告実施状況を確認してください。

回収拠点回収連絡済情報：
回収連絡日、荷姿ID／ボンベ番号、
回収連絡先事業者／事業所名

発送拠点引渡報告済情報：
引渡連絡日、荷姿ID／ボンベ・パレット番号、
引渡先事業者／事業所名、メーカー引取報告日

ステップ1

144

回収拠点の
回収連絡日

1

発送拠点の
引渡報告日

指定引取場所
の引取報告日
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第１章 第２章 第３章 第４章８.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

（Ⅲ）その他

検 索 す る 条 件 を 変 更 し て 再 検 索 を 行 う 場 合 は 、
以下の操作を行ってください。

検索条件再入力

【検索条件を変える】

145

A. ボタンをクリックすると、
「検索条件入力（JMES2320）」画面に戻りま
すので再度、検索方法を入力してください。

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

９.１ 使用済自動車の引取報告の取消し

９.  その他

９.  その他

使用済自動車の引取報告を取り消す場合、次の事業者
への引渡報告が行われていないことが前提となります。
引渡報告済みの場合は、引渡報告を取り消してはじめ
て、その前の引取報告の取消しが可能になります。

（例１）
引き取った車台とは異なる車台
の引取報告をしたことが判明し
た時

電子マニフェストによる引取・引渡報告の取消しにつ
いて説明します。

引渡元の事業者にも実車と電子
マニフェストの情報を確認し
つつ、引取報告を取り消す必要
があると判断した場合、これを
行います

（例２）
引取報告をした後に、引き取っ
た 車 台 の 中 に ゴ ミ の 混 入 等 が
あったため、引取拒否する時

引取拒否する旨を引渡元に連絡
のうえ、引取報告の取消しを行
い、車台を返却してください

メニューの選択

5.1 取消

対象車台の
選択／取消

151ページ参照

電子マニフェスト
システムログイン

※ 使用済自動車の引取報告をする際は、必ず実
車を確認してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

９.２ 引渡報告の取消申請

９.  その他

引渡報告の取消申請中は、該当車台・荷姿の移動
報告はできません。

引渡報告の取消申請

引渡先への
引渡報告の取消連絡

引渡報告の取消申請
の確認

電子マニフェストによる
正しい引渡報告の実施

引渡先からの
引渡報告の取消依頼

引渡報告の取消申請
の受理

※ 引渡報告は、情報管理センターでの取消承認後に再開
できますが、２１時直前に取消申請した場合、再開は
翌日となる場合があります。

〈引渡報告取消申請の流れ〉

引渡報告の取消しができるのは、次の事業者が引取報
告 を 行 っ て い な い こ と が 前 提 と な り ま す 。 次 の
事業者が引取報告済みの場合は、引取報告を取消して
はじめて、その前の引渡報告の取消しが可能となりま
す。

車台の引渡報告の取消し
引渡報告を実施していない状態に戻します

荷姿の引渡報告の取消し
引渡先を確定した状態に戻します

1 自社での確認・作業

2 情報管理センターでの作業

3 自社での作業
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第１章 第２章 第３章 第４章

（１）使用済自動車の引渡報告の取消申請を行う場合

９.  その他

（例１）
次工程の事業者に引き渡した車
台と異なる車台の引渡報告をし
たことが判明した時

メニューの選択

5.2 取消

対象車台の選択／
情報管理センター

への取消申請

15３ページ参照

次工程の事業者が引取報告をし
ていないことを確認したうえで、
引渡報告の取消申請を行い、あ
らためて正しい引渡報告を行っ
てください

（例２）
車台を引き渡した事業者と異な
る事業者に引渡報告をしたこと
が判明した時

次工程の事業者が引取報告をし
ていないことを確認したうえで、
引渡報告の取消申請を行ってく
ださい

（例３）
次工程の事業者から、自社の引
渡報告が誤りであったと、指摘
された時

次工程の事業者からの取消依頼
を確認したうえで、引渡報告の
取消申請を行ってください

電子マニフェスト
システムログイン
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第１章 第２章 第３章 第４章

（２）フロン類の引渡報告の取消申請を行う場合

９.  その他

（例１）
指定引取場所に引き渡した大型ボ
ンベ・専用パレットと異なる情報
の引渡報告をしたことが判明した
時

指定引取場所が引取報告をしてい
ないことを確認したうえで、引渡
報告の取消申請を行い、あらため
て正しい引渡報告を行ってくださ
い

（例２）
引取拒否された場合など指定引取
場所、発送拠点への引渡報告を取
消したい時

指定引取場所・発送拠点から引取
拒否理由などを確認したうえで引
渡報告の取消申請を行い、あらた
めて正しい引渡報告を行ってくだ
さい

メニューの選択

5.3 取消

対象荷姿の選択／
情報管理センター

への取消申請

15５ページ参照

フロン類引渡報告
（メーカー直送）の

取消申請

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

5.5 取消

対象荷姿の選択／
情報管理センター

への取消申請

16０ページ参照

フロン類引渡報告
（発送拠点経由）の

取消申請

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

5.4 取消

対象荷姿の選択／
情報管理センター

への取消申請

1５８ページ参照

フロン類回収
連絡の取消申請

電子マニフェスト
システムログイン
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

メニューの選択

5.6 取消

年次報告の取消

16７ページ参照

（例）
フ ロ ン 類 年 次 報 告 を 行 い 、
4 月 30 日 以 降 に フ ロ ン 類 の
再利用量に誤りがあったことが
判明した時

フロン類年次報告の取消しを
行い、あらためて正しい情報を
入力してください。

電子マニフェスト
システムログイン

９.３ フロン類年次報告の取消申請

フロン類年次報告の取消は、報告済みのもののうち、
最新年度分のものから行うことが可能です。

１．報告済みの中で、最新年度のフロン類年次
報告であること。

２．取消しの申請がフロン類年次報告日の翌月末
（５／３１）を越えていないこと。

※ 最新年度分の取消しを行わずに、それより古い
年度分の取消しはできません。
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自動車リサイクルコンタクトセンター

050‐3786‐7755

移動報告の取消しに関する質問・電子マニフェストの発行に関してのお問い合わせ先

下記の様な場合は前工程の方や、当該車両を引き取った引取工程の方にお問い合わせください。
・マニフェストが実車と合っていない。
・マニフェストが来ていても実車が来ない。実車が来ていてもマニフェストが来ない。
・フロン類の装備有無が合っていない。「あり」→ 「なし」への変更であり修正可能な場合。
・フロン類の装備有無が合っていない。「追加預託」が必要な車台な場合。

上記以外の移動報告の取消に関するご質問等は「引取業者の方」が代表してお問い合わせください。



第１章 第２章 第３章 第４章

９.１ 使用済自動車の引取報告の取消し

９.  その他

引取報告の取消しを行う車台を選択し、報告を取消し
ます。

（１）対象車台の選択／取消

操作ポイント

引取報告の取消しを行う車台を再度確認してくだ
さい。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で5.１ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／取消（JPCS2100）」
画面が表示されます。

取消

誤った引取報告を行ってしまった場合、引取報告の
取消しを行います。

• 取り消すべき引取報告であることの確認。
• 使用済自動車、またはフロン類の引渡報告、

都度入力（再利用連絡含む）が行われていな
いことの確認。

確認ポイント

1

※ 引取報告の取り消しを行う場合は、通常であれば
引渡元の事業者が作った引渡報告も取り消す必要が
あるのでこれを依頼してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

９.  その他

「２.引取報告取消対象車台の一覧」に、引取報告を
行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引取報告日、引渡元事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名、フロン類種別）を確認し、
引取報告を取り消す車台の ボタンをクリッ
クしてください。

ステップ1

1 取消

ボタンをクリックすると、

ステップ2

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1 取消

1

152

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類回収業者の
「使用済自動車引取報告の取消」が完了します。

ステップ3

OK
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.２ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS2230）」画面が表示されます。

1

※
2

取消

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより取消理由を
選択します。

ステップ1

1 「３.取消対象車台の一覧」に、解体業者への引渡報告
を行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名、フロン類種別）を確認し、
引 渡 報 告 を 取 り 消 す 車 台 の ボ タ ン を
クリックしてください。

ステップ2

2 申請
⇒ 「4.その他」を選択した場合は、 に具体的

な理由を入力してください。
※

全角100字まで
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操作ポイント

• 取消理由を必ず選択してください。
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９.２ 引渡報告の取消申請

（１）解体業者への使用済自動車の引渡報告の取消申請を行う場合
誤った使用済自動車の引渡報告を行ってしまった場合、
引渡報告の取消申請を行います。



第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

ボタンをクリックすると

ステップ3

2 申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類回収業者の
「解体業者への使用済自動車の引渡報告の取消申請」
が完了します。

ステップ4

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。
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1

※
2
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

引渡報告（メーカー直送）の取消しを行う荷姿を選択
し、報告を取り消します。

１）フロン類引渡報告（メーカー直送）の取消申請
･･･ 対象荷姿の選択／情報管理センターへの取消申請

（２）フロン類の引渡報告の取消申請を行う場合

誤ったフロン類の引渡報告・回収連絡を行ってしまっ
た場合、引渡報告・回収連絡の取消しを行います。
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• 指定引取場所が引取報告を行っている場合は、
コンタクトセンターへ連絡をお願いします。
ただし、指定引取場所の「引取報告」は、報
告月の翌月５日以降は取り消せません。

確認ポイント



第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.3 ボタンをクリック
すると、「対象荷姿選択／情報管理センター申請
（JPCS2250）」画面が表示されます。

1

※ 2

取消

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより取消理由を
選択します。

ステップ1

1 「３.取消対象荷姿の一覧」に、指定引取場所への引渡
報告を行った荷姿の一覧が表示されています。
荷姿の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
荷姿ID、ボンベ・パレット番号、フロン類種別）を
確認し、引渡報告を取り消す荷姿の ボタン
をクリックしてください。

ステップ2

2 申請
⇒ 「4.その他」を選択した場合は、 に具体的

な理由を入力してください。
※

全角100字まで

156

操作ポイント

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、報告

を取り消します。
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

ボタンをクリックすると

ステップ3

2 申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類回収業者の
「フロン類引渡報告（メーカー直送）の取消申請」が
完了します。

ステップ4

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
うえで、必要事項を正しく入力してください。

157

1

※ 2
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

フロン類の回収連絡の取消しを行う荷姿を選択し、
連絡を取り消します。

２）フロン類回収連絡の取消（回収拠点）
･･･ 対象荷姿の選択／情報管理センターへの取消申請

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.4 ボタンをクリック
すると、「対象荷姿選択／取消（JPCS2420）」
画面が表示されます。

操作ポイント

回収連絡の取消しを行う荷姿を選択し、連絡を
取り消します。

• 回収連絡の取消画面に表示されない場合は、
フロン類発送拠点が引渡報告を行っている可
能性があります。

確認ポイント

1

取消
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• その場合は、 「８.３ フロン類に関する移動
報告状況の閲覧」（137ページ）を確認し、
引渡報告を行っている場合は、フロン類発送
拠点と調整のうえで移動報告を修正してくだ
さい。



第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

「２.回収連絡取消対象荷姿の一覧」に、フロン類発送
拠点への回収連絡を行った荷姿の一覧が表示されて
います。荷姿の情報（回収連絡日、回収連絡先事業者
／事業所名、荷姿ID、ボンベ番号、フロン類種別）を
確認し、引渡報告を取り消す荷姿の ボタン
をクリックしてください。

ステップ1

1 取消

ボタンをクリックすると

ステップ2

1 取消

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類回収拠点の
「フロン類回収連絡の取消」が完了します。

ステップ3

OK

1
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

フロン類の引渡報告（発送拠点経由）の取消しを行う
荷姿を選択し、報告を取り消します。

３）フロン類引渡報告（発送拠点経由）の取消申請
･･･ 対象荷姿の選択／情報管理センターへの取消申請

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.5 ボタンをクリック
すると、「対象荷姿選択／情報管理センター申請
（JPCS2450）」画面が表示されます。

操作ポイント

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、報告

を取り消します。

• 引渡報告の取消画面に表示されない場合は、
指定引取場所が引取報告を行っている可能性
があります。

確認ポイント

取消

1

※ 2
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• その場合は、 「８.３ フロン類に関する移動
報告状況の閲覧」（137ページ）を確認し、
引渡報告を確実に行っている場合は、コンタ
クトセンターへ連絡をお願いします。なお、
引渡報告の取消しは、引渡報告月の翌月4日ま
で可能です。



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

９.  その他

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより取消理由を
選択します。

ステップ1

1 「３.取消対象荷姿の一覧」に、指定引取場所への引渡
報告を行った荷姿の一覧が表示されています。
荷姿の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
荷姿ID、ボンベ・パレット番号、フロン類種別）を
確認し、引渡報告を取り消す荷姿の ボタン
をクリックしてください。

ステップ2

2 申請
⇒ 「4.その他」を選択した場合は、 に具体的

な理由を入力してください。
※

全角100字まで

1

※ 2
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第１章 第２章 第３章 第４章９.  その他

ボタンをクリックすると

ステップ3

2 申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、フロン類発送拠点経由
の「フロン類引渡報告（発送拠点経由）の取消申請」
が完了します。

ステップ4

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリックし
たうえで、必要事項を正しく入力してください。

1

※ 2
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第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストによる移動報告
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1

2

指定引取場所の引渡先
変 更

ボンベ・パレット番号
変 更

【対象車台の選択 JPRS2252の画面】

車台の紐付けを解除せずに、指定引取場所の引渡先変更やボンベ・パレット番号の変更を行うには、次の手順を

実施してください。

メニュー選択画面「1.5 都度入力」から、「情報管理センターへの報告(JPRS2253)」画面を表示し、

該当する荷姿の「変更」ボタンをクリックします。

「対象車台の選択(JPRS2252)」の画面が表示されますので、修正したい項目をクリックしてください。

１）フロン類引渡報告（メーカー直送）の
指定引取場所の引渡先変更および荷姿修正

（３）荷姿の修正
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➌ 「２. 指定引取場所の変更」の変更後の ➍ 事業所コードを入力し、➎ 「引渡情報変更」ボタンを押せば、

変更が完了します。

指定引取場所の引渡先変更

3

5

4

➏ 「２. ボンベ・パレット番号の変更」の変更後の ➐ ボンベ・パレット番号を入力し、➑ 「引渡情報変

更」ボタンを押せば、変更が完了します。

ボンベ・パレット番号変更

6

8

7
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1

2

指定引取場所の引渡先
変 更

【対象荷姿の選択 JPRS2452の画面】

メニュー選択画面「1.9 都度入力」から、「情報管理センターへの報告(JPRS2453)」画面を表示し、

該当する荷姿の「変更」ボタンをクリックします。

「対象荷姿の選択(JPRS2452)」の画面が表示されますので、修正したい項目をクリックしてください。

ボンベ・パレット番号
変 更

２）フロン類引渡報告（発送拠点経由）の
指定引取場所の引渡先変更および荷姿修正
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➏ 「２. ボンベ・パレット番号の変更」の「変更後」の ➐ ボンベ・パレット番号を入力し、➑ 「引渡情報

変更」ボタンを押せば、変更が完了します。

ボンベ・パレット番号変更

6

8

7

➌ 「２. 指定引取場所の変更」の「変更後」の ➍ 事業所コードを入力し、➎ 「引渡情報変更」ボタンを押

せば、変更が完了します。

指定引取場所の引渡先変更

3

5

4
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９.３ フロン類年次報告の取消申請

９.  その他

取消しを行うフロン類年次報告を選択し、取り消しま
す。

（１）年次報告の取消し

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.6 ボタンをクリック
す る と 、 「 取 消 対 象 年 度 選 択 ／ 取 消 （ JPRS
2602）」画面が表示されます。

誤ったフロン類の年次報告を行ってしまった場合、
フロン類年次報告の取消しを行います。

操作ポイント

• 前年度、および前々年度が表示されます。
フロン類年次報告を取り消す報告対象年度を
選択し、取り消します。

• 「２.フロン類年次報告の取消対象年度選択」
の「報告状況」により操作が異なります。

「済」（年次報告済みの場合）：
「取消」ボタンはクリックできます。

（取消可能）
「未実施」（年次報告未実施の場合）：

「取消」ボタンはクリックできません。
（取消不可能）

• 取消申請を行うフロン類年次報告が、報告
済みの中で、最新年度のフロン類年次報告
であること。

• 取消申請がフロン類年次報告日の翌月末を
越えていないこと。

確認ポイント

取消

※ 最新年度分の取消しを行わずに、それより古い年度
分の取消しはできません。

※ ４／10がフロン類年次報告日の場合は、翌月末
（５／31）まで取消し可能です。

1
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

９.  その他

「２.フロン類年次報告の取消対象年度選択」に、報告
を取り消す対象年度（前年度、および前々年度）が
表示されます。

ステップ1

フロン類年次報告の取消しを行う年度を選択し、
「取消選択」欄の ボタンをクリックします。

ボタンをクリックすると、

ステップ2

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1 取消

1 取消

1

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、「フロン類年次報告
取消」が完了します。

ステップ3

OK

（Ⅲ）その他

フロン類年次報告は、報告期間中（報告年度の
４／１～４／30）は修正可能です。
５／１以降に内容を変更する場合は、フロン類
年次報告を一度取り消してから再報告します。
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